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し が

八尾市は大阪府の東部に位置し、旧大和川が形成した河内平野の中心部にあた

ります。古くから人々の生活の場として栄えていた地域であり、現在でもそれら

の先人が残した貴重な文化遺産が数多く遺存しております。

近年、都市開発が進み各種土木工事等が増加するなか、これらの文化財を破壊

から守ること、また記録保存し後世に伝承することが我々の責務であると認識す

る次第であります。

この度、久宝寺遺跡で実施致しました第 8次調査 (平成 3年度)、 第 17次調査

(平成 5年度)の遺物整理等が完了し、これらをまとめて調査報告書を刊行する

運びとなりました。久宝寺遺跡は八尾市の西部に位置し、これまでの数多くの発

掘調査により、縄文時代晩期から連綿と続く複合遺跡であることが確認されてお

ります。今回報告の調査においても、弥生時代後期から近世にわたる重要な成果

が得られました。特筆すべきものとして第17次調査では、古墳時代前期の上坑内

から紡織具の部材が出土しており、当時の生活様相を究明するうえで貴重な資料

を提供してくれました。

本書が学術研究の資料として、また文化財保護への啓発に広く活用されること

を願うものであります。

最後になりましたが、この発掘調査が、関係諸機関及び地元の皆様の多大なる

解と御協力によって進めることができましたことに深く感謝の意を表します。今

後とも文化財保護に一層の御理解・御協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成 9年 3月 財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 木山 丈司

きは



1.本書は財団法人人尾市文化財調査研究会が実施した久宝寺遺跡の発掘調査報告書であり、

平成 3年度の第 8次調査 (K H91-8)、 平成 5年度の第17次調査 (K H93-17)の 報

告を集録したものである。

1.内業整理は各現地調査終了後に着手し、平成 9年 3月 31日 をもって終了した。

1.本書に集録した発掘調査報告書は各調査員が作成し、文責等は各例言に記したが、本書を

まとめるにあたっては高萩千秋が編集作業を行った。

1,本書掲載の地図は、大阪府八尾市発行の2,500分の 1地形図 (昭和 61年 8月発行)。 人

尾市教育委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』 (平成 8年 10月 1日 改訂)を使用した。

1.本書で用いた標高の基準はT,P.(東京湾標準潮位)である。

1.本書で用いた方位は、座標北である。

1.遺構は下記の略号で表した。

竪穴住居‐一一 SI  井戸―一 SE  土坑―一 SK
ピット・柱穴・小穴一― SP  溝―― SD  落ち込み一― SO
l.遺物実測図の断面は、木製品を斜線とし、他は白とした。

1。 調査に際しては、写真 。実測図等の記録とともに、カラースライドを作成している。広く

活用されることを希望する。
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1 1

本書は、人尾市久宝寺 2-2-33で 実施した久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)の 発
掘調査報告書である。

本調査は、人尾市教育委員会の指示書 (八教社文第104号 平成 2年 11月 26日 )に基づ

き財団法人人尾市文化財調査研究会が人尾市から委託を受けて実施したものである。

調査は当調査研究会 坪田真―が担当し、一部同研究会の高萩千秋 。原田昌則・成海佳
子がこれを補佐した。

現地調査は、平成 3年 6月 20日 に着手し、同年 7月 27日 に終了した。調査面積は約 650

m2でぁる。

現地調査には、東 秀之・荒川和哉・磯上サカエ・沖田純―・坂下 学・西田 寿 。能
勢直樹・濱田千年・正木洋二・山内千恵子の参加を得た。

内業整理には上記の他、岩本順子・田島和恵・都築聡子が参加し、現地調査終了後に着

して平成 9年 3月 31日 をもって終了した。

本書で用いた方位は、現地実測図と2,500分の 1地形図から起こした座標北を示してい

る。

本書の執筆・写真撮影及び編集は坪田が行い、遺物観察表を主に田島が作成した。
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I 久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)

第 1章 はじめに

久宝寺遺跡は人尾市の西端に位置し、現在の行政区画によると、人尾市内では北久宝寺 1～

3・ 久宝寺 1～ 6。 西久宝寺 。南久宝寺 1～ 3・ 神武町・亀井・北亀井町 1～ 3。 渋川・渋川

町 1～ 7がその範囲となっており、さらに西の大阪市域・北の東大阪市域に広がっている。地

理的には旧大和川の主流である長瀬川の左岸にあたり、同地形上で南側に跡部遺跡・亀井遺

跡 。太子堂遺跡が存在する。なお西倶Iの大阪市域では加美遺跡として調査が実施されているが、

両遺跡は同一の遺跡として捉えられている。

当遺跡発見の契機は、昭和10年 に人尾市久宝寺 5丁 目で行われた道路工事の際に、弥生土

器・土師器 。九木船の残片が出土したことによる。そして昭和48年度には、大阪府教育委員

会・ (財)大阪文化財センターによる近畿自動車道天理～吹田線関連の延長 1.5kmに及ぶ発

掘調査が開始され、このほtr中位に位置する久宝寺遺跡は、北地区・南地区に分割され、昭和

55年度から昭和61年度にわたって調査が実施された。また (財)東大阪市文化財協会・八尾
註 1

市教育委員会 ,当調査研究会においても数次の発掘調査が実施されている。これらの調査成果

から、当遺跡は縄文時代晩期～近世にわたる遺跡であることが確認されている。

このような情勢下の平成 2年、当時の人尾市長山脇悦司氏から、人尾市久宝寺 2-2-33

に所在する人尾市立久宝寺小学校における屋内運動場建設の届出書が、人尾市教育委員会文化

財室 (現文化財課)に提出された。これを受けた同文化財室では、当該地が周知の遺跡範囲内

にあたることから、平成 2年 11月 15日 に遺構確認調査を実施した。その結果、古墳時代前期
註 2

の遺構・遺物包含層が確認され、同文化財室では発掘調査が必要であると判断し、事業者にそ

の旨を通知した。そして、発掘調査を実施することが両者で合意され、調査にあたっては、事

業者・文化財室 。当調査研究会の三者協定により、当調査研究会が主体となって実施すること

となった。

久宝寺遺跡内北東部にあたる今回の調査地の近辺では、これまで発掘調査は実施されておら

ず、遺跡の様相は不明な地域であるといえる。周辺の調査成果をみると、前述した北西約 600

mの久宝寺遺跡北地区 (①)では縄文時代晩期の自然河川・遺物包含層が検出されている。ま

た古墳時代中期では韓式系土器の多量の出土が特筆される。西約500mで実施した当調査研

究会第2次調査 (②)においては、遺物包含層や奈良時代頃に埋没した河道から、弥生時代後

期から飛蔦。奈良時代の上器が出土している。南西約300mの第3次調査 (③)では、木

構・土器構を主体部にもつ古墳時代前期 (布留式期古相)の方形周溝墓1基の他、平安時代で

は水田・自然河道が検出されている。この付近では、南西部の第17次調査 (④)で弥生時代
註 4
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後期・古墳時代前期 (布留式期古相)の遺構が、また南東部の市教委調査地 (⑤)でも弥生時

代後期の良好な包含層が検出されている。なお当調査地の西側には、中世末から近世初頭にか
註 6

けて、一向宗西証寺 (現在の顕証寺)を 中心に展開した久宝寺寺内町が隣接している。

調査地位置図 (S=1/5000)
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I 久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)

第 2章 調査羽

第 1節 調査方法

今回の調査は、当調査研究会が久宝寺遺跡内で実施した第 8次調査である。屋内運動場建設

に伴う調査で、建物部分を対象としている。

調査にあたり機械掘削を開始したところ、調査地の中央で南北方向の既設水道管の存在が判

明した。協議の結果この撤去が困難なことから、調査地を東区・西区に分割して交互に調査を

実施することになった。そして、人力掘削に際してのベルトコンベアー設置の都合で、調査地

中央で水道管下を掘り抜き、東区と西区を連結させた。なおこの連結部分では、第 1次面で曲

物井戸 (SE 司02)が

検出され、以後はこの

部分を残しての調査と

なった。

調査では前述の遺構

確認調査のデータを参

考に、地表下約 2.2m

までを機械掘削 とし、

以下の約 0.5mを人力

掘削により実施した。

地区割は、調査区平

面形に合わせて 5m方

眼を任意に設定 した。

そして南北ラインに数

字 (西から 1～ 6)、 東

西ラインにアルファベ

ット(北からA～ F)を

冠 し、地区名は北西交

点香号に代表させた。

なおこの方眼の南北ラ

インは、北から西に約

13.0度振っている。

第 2図 地区割図 (S=1/400)

-3-
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第 2節 基本層序

第 1層は盛土、第 2層は旧耕上である。

第 3層 は近世の遺物を含んでおり、床土

と考えられる。第 4層は河川の堆積と考    80m― ―

えられ、北西部では暗褐色～灰黄色の砂

層・砂礫層が厚 く堆積している。古墳時

代後期以降の遺物を少量含んでいる。第

5層以下はほぼ水平の安定した堆積状況    70m―
である。第 5層 は古墳時代後期頃までの

遺物を含んでおり、さらに細分が可能で

ある。この上面が第 1次面 (標高約 6.3m)

である。第 6層 は古墳時代前期までの遺    60m―

物を含んでおり、第 5層 と同様に細分で

きる。この上面が第 2次面 (標高約6.lm)

である。第 7層がベース面となり、この

上面が第 3次面 (標高約5.9m)である。
1.盛土
2.旧耕土
3.暗青灰色粗砂混じり砂質土
4.青灰色系粘質シル ト～粘土
5.青灰色～灰色粘土
6.暗灰青色粘質シル ト
7.緑灰色粘質シル ト

第 3図 基本層序 (S=1/40)

第 3節 検出遺構と出土遺物
〈第 1次面〉

第 5層上面で井戸 2基 (S E101。 102)、 畦畔状遺構 1条を検出した。

この面は第 4層の砂層で覆われ、その影響でか北西部は起伏がある。西区中央北部では直径

約 4.5mの円形に、高さ10 cm～ 15cm程度盛 り上がる部分が認められた。その周囲の西部～

南部は幅 0,4m～ 1.Om・ 深さ5cm～ 10 cmの溝状を呈し、ここには第 4層が落ち込んで灰黄

色微砂～粘質シルトの互層が堆積している。これらの形状等からこの部分は、削平された小円

墳であるという可能性も考えたが、自然に形成されたものかどうか明確には判断できなかった。

SE刊 01

lB区に位置する井戸で、第 3層上面から掘 り込まれている。機械掘削の段階で井戸の東半

部を検出したが、調査は実施していない。掘方平面形は直径約 2.5mの円形を呈し、井戸枠は

1

7
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I 久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)

0                              10m

第 4図 第 1次面平面図 (S-1/200)

掘方の北寄りに設置されている。井戸枠は直径約7 0cmを 測り、枠構造は上部に丼戸枠瓦、下

部に桶を使用したものである。近世以降通例にみられる井戸である。

S E102

3～ 4C区で検出した井戸で、井戸枠には曲物 6段を使用 している。曲物の直径は最下段が

約 18cm、 最上段が約 42cmを測 り、徐々に直径の大きな曲物を積み上げている。最下段が湧

-5-



水層に達している。粋内埋土は上から明灰青色粘質シルト・明灰青色細砂混じり粘質シルト・

明灰色細砂～粗砂である。掘方は直径約 1.Omの 円形で、深さ6 5cm以上を測り、断面は二段

掘りの形状を呈する。掘方埋土はおおまかにみて上から黄色～灰色微砂 (灰色粘上のプロック

を含む)・ 灰色粘土～粘質シルト・灰色系微砂～細砂である。遺物は全く出土しておらず、時

期は明確にはできないが、中世頃のものであろう。

畦畔状遺構

5C～ E区で検出した。一部蛇行して南北方向に伸び、検出長約 11.3m。 上幅約 50cm・

下幅約 90cm・ 高さ約 4cmを 測る。断面観察によると、盛土されたものではない。 1条のみで

はあるが水田畦畔である可能性があり、この面全面には砂で埋まった足跡状の窪みも多数認め

られることからも、第 1次面は河川により後世に削平された水田面である可能性がある。時期

は第 4層出土遺物から、古墳時代後期以降に比定できるものである。

４Ｃ
十

A

A

A'

A'

―――- 63m

1.灰色シル ト質粘土混じり黄色～灰色微砂

(ブロック状)

2.灰色微砂混じり粘土

3灰色シル ト質粘土
4皓灰色微砂混じり粘土
5.灰色微砂混じリシル ト質粘土

6灰色～灰青色微砂～細砂
7暗灰色粘土混じり灰青色微砂 (ブロック状)
8灰色糧砂～礫 (ベース :湧水層)

第 5図  S E102平・断面図 (S=1/10)
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I 久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)

〈第 2次面〉

土坑 7基 (S K201～ 207)、 溝 31条 (S D201～ 231)、 落ち込み 2基 (S0201・ 202)、 ピ

ット89個 (S P201～ 289)を検出した。遺構出土遺物は弥生時代後期末から古墳時代前期に比

定されるが、これを覆う第 5層 出土遺物より、古墳時代後期頃まで下る遺構とも考えられる。

土坑 (SK)

いずれも浅い落ち込み状を呈するもので、性格等は不明である。 S K2021ま 南北方向の溝群

と同様の埋上であり、同時期に機能していたものと考えられる。出土遺物は小片のみで、図化

しえるものはなかった。法量等は表 1に まとめた。

SK 地区  平面形    法量  深さ   埋  土 遺 物

201 2B  長円形   199× 91  8  暗褐色粘土～粘質シルト
202 3C  方 形  169以上×21313  暗灰青色粘土～粘質シルト 庄内新
203 2C  不定形   185× 106 13  暗褐色粘土～粘質シルト  V～ 庄内
204 1D  不定形  66以上×107 8  暗褐色粘土～粘質シルト  不明
205 5D  不定形   300× 90  7  暗褐色粘質土
206 5E  不定形   H7× 65 21  暗褐色粘質土
207 5E  不定形   257× 109 H  暗掲色粘質土

表 1 第 2次面土坑 (S K 201～207)法量表(cm)

庄内 ?

溝 (SD)

北西―南東方向の溝 (S D201～ 205、 218～231)と 南北方向の溝 (S D206～217)があり、

後者の溝は西区で多くみられた。西区では北部と南部は削平されていると考えられ、中央部付

近でのみ検出したが、前者が後者を切つている状況を確認した。

前者の溝は70 cm～ 90 cm間隔で規則的に平行して並んでいる。途中で二又に分かれるもの

もあり (S D209・ 210)、 S D2刊 61ま直角に屈曲している。後者の溝も平行しているが、東区

では西部で複雑に絡み合い、また北部で集合しているような状況が窺える。

埋土は前者のうち西区の S D201～ 205が暗褐色粘土～粘質シル ト、東区の S D217～ 23刊 が

暗灰青色粘質シルト～暗灰褐色シルト、後者が暗灰青色粘土～粘質シルトである。

法量等は表 2に まとめた。

S0201

西区北端で、東西 8.7m以上、南北 2.9m以上にわたつて南から北に向かって落ち込んで

いる。深さは約 34 cmを 測る。埋土は暗灰色粘土である。遺物は出上していない。

S0202

東区、 S D218と S D2刊 9の 間に位置し、両溝には切られている。幅約 3.6mの北西―南東

方向の溝状を呈する落ち込みで、深さは最大で約 18 cmを 測る浅いものである。断面皿状で、

埋土は暗青灰色～暗灰色シルト～粘質シルトである。遺物は出土していない。
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SD 地 区 長さ (m) 幅(cm) 深さ(cm) 遺 物

201 lC～ 2C

202 2C～ 3C
203   2D
204   2C
205   2D
206   1D
207   1D
208 2C～ 2D
209   2D
210 2D～ 2E
211  2D
212   2D
213   2D
214   2D
215 3C～ 3D
216 3C～ 3D
217   5A
218 4A～ 5B
219 4B～ 6D
220 5C～ 6D
221 4C～ 5D
222 5D～ 5E
223   5D
224 4C～ 5D
225   5D
226   4D
227   4D
223 4D～ 5D
229   4D
230 4C～ 4D
231   4D

4.742大 上

2.34

1.29

1.28

2.52

3,82易〔_L

5。 24
5。 95
1.16

5.51

2.80

5,33

1.47

5.44

5。 19
5。 34-卜 0.50'大」L

l.53以上

8.30易〔L
12.50ウ〔L
7.60以上

10.62以上
5.45ウ〔_L

2.09'大_L

9。 94以上
1.10

1.20

1,34

5,49ウ〔L
2.00

2.17

2.04以上

32～ 79
27

19

18

20

29以上
17´-54
16～ 75

11

22-71
16～ 37
22-54
15～ 36
29´-39
24

20´-52
24

30´-52
15～ 110以上
16～ 46

20-147
17ヘヤ52

20´-50
35´-70'以」ヒ

22

18

14´-34
17´-64
10-30
12-36
45

庄内

庄内新 (1)
庄内

不明

庄内新～布留古

不明

庄内～布留

V様式

不明

V様式～庄内 (2)
庄内 (3)

不明

V様式～庄内

V様式～庄内 (4)

14

12

13

11

11

11

16

20
7

13

9

18

10

10

17
19

7

20
21
8

15

10

7

15

6

5

3

9

6

10

6

表 2 第 2次面溝 (S D 201～231)法量表

ピット (SP)

主に溝の周辺にみられ、何らかの関連も考えられる。深さ10 cm程度の浅いものが多く、ま

た平面不定形なものも多い。建物を構成するような並びは認められなかった。一応ピットとし

たが、S P264。 265等はその平面形状から溝の残欠であろうと思われる。埋土は①暗灰色粘土

～粘質土・②暗掲色粘土～粘質シルト・③暗灰青色粘土～粘質シルトの3種類に分類できる。

出土遺物は少量で、図化しえたものはない。S P276か らは根石と考えられる拳大の石が出

土している。法量等は表3に まとめた。
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sP地区 平面形 法 量  深さ埋土土器
2012C円 形 44× 38  33 ③
2021C不 定形 40× 22 8② 不明
2031C楕円形 21× 15  12 ②
2041C円 形 23× 23
2051D不定形 38× 28

10② 不明
8 ② V様式

2061D不定形 26× 22   12 ②
2071D楕円形 22X14  10 ②
2081D円 形 14× 13  10②
2091D円 形 17× 14  5②
2101D楕円形 17× 14  9②
211 l D楕円形 18× 18  12②
2121E楕円形 35× 24  15 ① 不明
2刊 32D楕円形 19× 31以上 5②
2142D長方形 48× 24   6 ②
2152D不定形 55× 29  8②
2162D円 形 56× 50 17②
2172D不 明 18× 27以上 6 ②
2182D不定形 13× 36以上 7 ②
2192D不 明 21× 29以上 7 ② 庄内
2202C不定形 35× 46以上 10 ③
2212D円 形 18× 16  7③
2222D不定形 64× 61  10 ③庄内新
2232D円 形 17× 17  13②
2242D円 形 16× 15  13②
2252D精円形 17× 16  6②
2262D楕円形 17× 16  1l ②
2272D円 形 18× 18  1l ②
2282D不定形 38× 18  1l ②
2292D不定形 68× 19  12 ② 庄内
2302D円 形 14× 14  9②
2312D楕円形 31× 22  H②
2322D楕円形 24× 18   9 ②
2332D楕円形 27× 15
2342D不定形 42× 40以上
2352D不 明 17× 11以上
2362D円 形 23× 19
2372D円 形 16× 22以上
2382D楕円形 26× 24以上
2392D楕円形 16× 15
2402D不定形 55× 26
24呵 2D楕円形 64× 20
2422E楕円形 57× 33
2432D不定形 23× 16
2443D不定形 29× 21
2455A不定形 27× 21

8②
― ②
ll ②
12②
13 ② 不明
12  罐)

10  筵)

14②
13②
10②
ll ②
13②
7①

表 3 第 2次面ピット
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I 久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)

SP地区 平面形 法 量  深さ埋土 土器
2464B楕円形 38× 28  8①
2475B不定形 52× 27   5 ①
2485C不定形 67× 20   -① V様式
2494C不 明 50× 50以上 17 ①
2504C円 形 28× 24 8①
2514C円  形 23× 22  10① 庄内
2525C不定形 43× 15   8 ①
2534C円 形 15× 13  7①
2545C不 明 16× 20以上 8 ① 庄内
2555C不定形 32× 28   6 ①
2565C不定形 25× 13   8 ①
2575C楕円形 38× 24   8 ①
2585D楕円形 28X16   5 ①
2594D不定形 28× 12   3 ①
2604D楕円形 30× 20   4 ①
2614D不定形 42× 18   6 ①
2624D小定形 53× 23   7 ①
2635D楕円形 40× 25   9 ①
2644D不定形 60× 15   8 ①
2655D不定形 17× 74以上 5 ①
2665D円 形 22× 21  6①
2675D不定形 30× 16   6 ①
2685D不定形 41× 19  1l ①
2695D不定形 12× 44以上 9 ①
2705D楕円形 23X13   7 ①
2715D楕円形 19× 11   7①
2725D楕円形 20× 12  6①
2735D円 形 19× 15 7①
2745D不定形 53× 19  6① 庄内
2755D精円形 23X17   7① 不明
2765E不定形 60× 54   9 ① 根石
2775D円 形 31× 27 5①
2785D不定形 35× 19   2 ①
2795D不定形 28× 27   7 ①
2805D楕円形 25× 16   8 ①
2815D精円形 30× 24   6 ①
2825D楕円形 26× 18   4 ①
2835D長方形 56× 37   6 ①
2846D楕円形 33× 19  6①
2855E楕円形 18× 13   6 ①
2865E円 形 16× 13  4①
2876D不  明 33× 31以上 7 ①
2386D不  明 23× 18以上 5 ①
2894E不定形 45× 44   9 ① 庄内

(S P 201～289)法量表
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第 7図 第 2次面遺構出土遺物 (S-1/4)

<第 3次面>

竪穴住居 1棟 (Si301)、 土坑 5基 (SK301～ 305)、 溝 39条 (SD30刊 ～339)、 ピツト26個

(SP301～ 326)を検出した。

Si301

4～ 5D～ E区で竪穴住居の東側部分を検出した。東西辺約 3.3m、 南北辺は3.6m以上

を測り、平面長方形を呈すると考えられ、主軸は北から東に約 32度振っている。深さ約 15

cmを測り、埋土は上層が暗灰色粘土 (炭少量含む)、 下層が緑灰色粘質シルト十暗灰色粘土で

ある。底部では直径 31cm～ 48cmを測るピット3個 (SP324～326)が検出され、これらは

柱穴となる可能性がある。壁溝は平面及び断面でも認められなかった。

出土遺物には庄内式期新段階頃に比定される土器片があるが、図化できるものはなかった。

なお当竪穴住屋の北部は前述の遺構確認調査における南グリッドと重複する位置関係にあ

り、この調査の際、二個体の庄内養が押しつぶされた状況で出土している。 2点共に、外面左

上がりの平行タタキ後下半にハケを施すもので、庄内式期新段階に比定されるものである。
註 7

5E

十

0                   2m

第 8図 S1301平・断面図 (S-1/50)

側m

③
ＳＰ３２５

2

1暗灰色粘土 (炭少量含む)
2緑灰色粘質シル ト十暗灰色粘土

⑬
ＳＰ３２６

③
ＳＰ３２４
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I 久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)

SK301

1～ 2A～ B区で検出した。平面形は、東西辺 5.2m以上 。南北辺 2.3m以上を測る方形

の角部の様相を呈しており、深さは 5cm～ 2 1cmを測る。SD302・ 303を 切っている。底部か

ら肩部で直径 40cm～ 50cmの ピット7個 (SP301～307)を 検出したが、当土坑は平面形状

からみてこれらを柱穴とする方形の竪穴住居である可能性がある。

出土遺物は弥生時代後期末から庄内式期に比定されるが、手焙形土器 (5)の他は小片のみ

である。 5はほぼ全容が知れる資料で、器高 18。 3cm・ 体部径 17.3mを測る。体部～底部

間には刻み目を施した突帯を巡らせ、覆部は日縁部の中位に接合している。調整は外面ナデ、

底体部内面ハケで、覆部内面には粘土接合痕が明瞭に残る。体部～底部間の外面に黒斑を有す

る。時期は弥生時代後期末に比定される。

SK302

3B～ C区で検出したが、東部は調査区外に続き平面形は不明である。規模は約 1.7m×

1.Om以上、深さ34cmを 測る。SD307・ 303を切つている。

出土遺物には庄内式期古相～新相の土器があり、図化しえた奏 (6。 7)は庄内式期新相に

比定されるものである。

SK303

5A～ B区に位置し、平面形は南北約 2.Om。 東西約 1.6mの偏円形を呈している。断面

皿状を呈し、深さ約 27cmを測り、埋土は上層が炭・焼土層、下層が暗灰色粘質シルトである。

南西部で連続しているSD327と の関係は明確にはできなかったが、同時に機能していたか、

これを切つているようである。

出土遺物には弥生時代後期末から布留式期の少量の土器がある。図化した有段鉢 (8)は布

留式期古相に比定されるものである。

輸
1炭・焼土
2暗灰色粘質シル ト
3.灰色粘質シル ト (SD327)

0        1m
中

第10図  SK303平 。断面図 (S-1/50)
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第11図 第 3次面遺構出土遺物 (S-1/4)

SK304

5～ 6C区に位置し、SD336を切つている。平面不定形で、規模は 1.6m以上Xl.9m、

深さ36 cmを測る。遺物は庄内式期新相に比定される土器 (9～ 11)が出土している。鉢 (9)

は内外面ヘラミガキで、底部外面には葉脈痕が遺存している。
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S K 305

5E区で検出され、南は調査区

外に続いている。規模は一辺 2.0

m以上、深さ約 10cmを 測 り、平

面方形のコーナー部とも考えられ

る。埋土の状況はS i30刊 と同様

である。上面で S P323が検出さ

れており、これを柱穴とする竪穴

住居である可能性がある。出土遺

物は細片のみであるが、時期は庄

内式期と考えられる。

2

1暗灰色粘土 (炭少量含む)
2緑灰色粘質シル ト十暗灰色粘土

第 12図  S K 305平

I 久宝寺遺跡第8次調査 (KH91-8)

0       1m

―断面図 (S=1/50)

S D 30刊

調査区を横断する溝で、西区ではわずかに弧状を呈して東西方向に伸び、調査区中央付近で

屈曲すると考えられ、東区では南西―北東方向に直線的に伸びている。西区ではS D 319・

322等が接続し、 S D312を 切つている。東区ではS D327・ 336等を切っている。

規模は検出長約 23m。 幅 1.8m～ 2.6m。 深さ 10cm～ 36cmを測り、断面皿状を呈する。

埋土は上層が青灰色粘土混じリシルト、下層が暗灰色粘土混じり細砂である。

土器 (12～ 55)は主に西区から出土している。器種は多岐にわたり、完形品に近いものも

数点ある。時期は弥生時代後期末に比定されるものである。これらのうち残存状態の良好な土

器の出土状況をみると、溝の中央に等間隔に並べられたような状況で、何らかの祭祀等、意図

的なものも想定できる。

甕は口縁端部をつまみあげるものが多くを占め、外反して端部が九く収まるものは 1点であ

る (22)。 調整は外面平行タタキで、後に肩部にハケを施すものが 2点ある (17・ 刊3)。 内面

はハケ・ナデ・板ナデがあり、ヘラケズリを施すものはない。

鉢は形態で四種類に分類できる。A:体部から上方に屈曲して口縁部に至るもの (25・ 26)。

B:底部～口縁部が直線的に上外方に伸びるもの (27)。 C:体部～口縁部が全体に内湾する

もの (28～ 30)。 D:内湾する体部から口縁部が外反するもの (31～ 35)。 Aの うち25は底部
～体部間に刻み目を施した突帯を巡らせるもので、形態的に覆部の欠損した手焙形土器である

可能性がある。C,Dに は台付きのものがあり、いずれも台部に四方向の円子しを有する。Dの

日縁端部には、甕と同様つまみあげるもの (32・ 35)と 九く収まるものがある。38は 口縁部

外面に櫛描直線文を施すもので、高杯であろう。40は台付き壷かもしれない。

SK305

SP323

-17-
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第13図  S D 301出土遺物① (S=1/4)

S D 30刊 出土土器の出土地点
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西   区 東   区

奏 12・ 16・ 17・ 19・ 20・ 21 ・22・ 24 13・ 14・ 15。 18・ 23

鉢 25・ 26・ 27・ 28・ 29・ 30.32・ 33・ 34・ 35。 39・ 40

高杯 36・ 38・ 41

重 48・ 51

表 4



I 久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)

第14図  S D 301出土遺物② (S=1/4)
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第15図  S D 301出土遺物③ (S-1/4)

壷には長頸壷 (43)。 短頸重 (44～ 48)。 広口重 (49～ 52)・ 複合口縁壷 (53)がある。

52・ 53は口縁部外面に櫛描直線文及び竹管円形浮文を施している。

出土土器の器種構成をみると、台付き鉢の多いことが特徴といえる (30。 33～ 35)。 そして

高杯とした36も 脚高の低いもので、脚部の形態は他の台付き鉢のものに類似している。また

37も 高杯であろうが、この時期の典型的な高杯が少ないということが指摘できよう。このこ

とが単なる偶然によるものか、あるいは何らかの背景が存在するのかは不明であるが、意図的

とも思える出土状況とも合わせて検討を要する。なお器種別の出土地点をみると、鉢類・重類

のほとんどが西区から、甕は均等に出土している。

当溝の東区西端部分は、遺構確認調査の北グリッドと重複する位置関係にあるが、この調査

では F地表下約 2.6mで 、平面楕円形を呈すると思われる炭化物を多 く含む炉状遺構』が検

出されている。これは当溝の埋土とは様相が異なり、ここに前記のS K 303と 同様の遺構が存

在したのかもしれない。

-20-



I 久宝寺遺跡第8次調査 (KH91-8)

S D302～ 339

調査区北西部では、北東―南西方向の溝 (S D302～ 306)と 、これに直交する溝 (SD
307～316)があり、南西部では蛇行する溝 (S D317～ 326)がみられる。

5C区 に位置するS D3321よ、ほぼ直角に屈曲している。また隣接するS D333の両端には

ピツト (S P317・ 318)が位置している。この状況から、これらの遺構は竪穴住居の残欠で

ある可能性がある。また弧状を呈するS D339も 竪穴住居の壁溝かもしれない。

S D327と S D337は連続すると考えられる。各溝の法量等は表 5に まとめた。

出土遺物のうち図イとできたのはS D327か らの小型器台 (56)、 S D332か らのV様式系小型

甕 (57)で ある。561ま庄内式期新相～布留式期古相に比定されるものである。

SD    地区     長さ (m) 幅 (cm) 深さ (cm) 遺物
１

２

３

４

５

６

７

８

０

０

０

０

０

０

０

０

３

３

３

３

３

３

３

３

23.00
2.48

4.98

3.47
2.50

101
2.27

5,13

7.09

1.29

1.47

36
10
11

8
18
9
11

8

12
8
5

8
13
9

8
8
13

13
15
15
19
10
17
17
13
18
33
20
8
7

7

7

7

6

12
24
6

9

6

法量表

309
310
311
312
313
314
315
316
317
318
319
320
321
322
323
324
325
326
327
328
329
330
331
332
333
334
335
336
337
338
339

lC～ 6B
2B
2B～ 3A
2B～ 3A
2B～ 2C
2B
2B～ 3B
2B～ 3B
2B～ 3C
lB～ 2B
2B
lB～ 3C     775

180-260
27
37
27
23^ヤ 47
28
35
28
33
17
13
57～ 86
31
14^-24
24
25
62
30
26～ 65
41
35
22～ 79
36
44
39
38-64
83
61
31
35
28
35
24
18
40
51
53
39
52

(S D 301´-339)
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V様式

不明
庄内
V様式～庄内
V様式

V様式～庄内

庄内新、 (56)

V様式～庄内、
V様式

庄内新

V様式～庄内

lC
lC
C～ 2D
D～ 2D
D～ 2C
D～ lE
E～ 2C

5D～ 5E
5B～ 5C
5C～ 5D
5D～ 6D
6D～ 6E

2D
2D～ 2E
2E～ 3C
2D～ 2E
2E～ 3D
2E
2E～ 3D
5B
5B～ 6B
5C
5C～ 6B
5C
5C
5D～ 6C

195
1,75

4.58

3.23

2.27

6.62

11.00

176
5.56

6.82

860
10,10

2.58

6.05

290
3.60

144
1.37

1.22

1.96+145
255

(57)

5D～ 6D     l.80
548
199
5,15

3.68

5.45

表 5 第 3次面清
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56:SD327
57:SD332
58:SP317

第16図 第3次面遺構出土遺物② (S-1/4)

ピット (SP)

竪穴住居に伴うと考えられるもの以外は密度が低 く、第 2次面とは様相が異なるといえる。

調査区の南西部、つまり西区のS D301南側の蛇行する溝群 (S D317～326)周辺では全くみ

られない。各ピットの法量等は表 6にまとめた。

出土遺物は少量で、図化しえたのはS P317か らの庄内奏 (58)1点のみである。庄内式期

新相に比定されよう。

地 区 平面形 法量 深 さ 遺物SP
３０

３０

３０

３０

３０

３０

３０

３０

３０

３‐

３‐

割

３‐

‐

‐５

‐６

‐７

憎

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

　

表

２

つ
女

と

つ
寅

ｚ

つ
宮

‘

３

３

っ
浄

っ
々

ゼ

５

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

４

４

４

楕円形

円 形
円 形
円 形
円 形
楕円形

楕円形

不 明
楕円形

楕円形

不定形

不定形
円 形
円 形
楕円形
,円 形
円 形
円 形
円 形
円 形
円 形
円 形
不 明
楕円形

円 形
円 形

第 3次面 ビッ ト

47× 41以上
43× 42
44× 43
51× 44
51× 46
45× 54以上
51× 43
72× 48以上
37× 25
53× 50
72× 71
86× 46
17× 16
24× 23
26× 24以上
17X16
67× 66
49× 41
61× 59
50× 47
40X33
54× 53
22× 10以上
35× 31
47× 46
48× 48

(S P 301～ 326)
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13
35
16
41
29
27
24
13
17
31
12
9

9

9
11

9

25
7

12
43
7
10
10
11

21
14

法量表 (cm)

不明

庄内 (58)

庄内



I 久宝寺遺跡第 8次調査 (KH91-8)

タコ 72

59～64:第 5層
65～72:第 6層

第17図 第 5・ 6層出土遺物 (S-1/4)

包含層出土遺物

第 2次面を覆う第 5層からは弥生時代後期末～古墳時代後期頃、第 3次面を覆う第 6層から

は弥生時代後期末～古墳時代前期 (布留式期古相)の上器が出土している。第 5層の古墳時代

後期のものは少ない。図化しえたものは第 5層 :59～ 64、 第 6層 :65～ 72である。

63は長頸壼口縁部で、底体部の64は色調・胎土等からこれと同一個体と思われる。複合口

縁壷 (67)|ま、日縁部外面に櫛描波状文のち竹管円形浮文を施す。

―_一

HヽЧ出 獅h
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遺物番号

図版番号
器  種 出土地点

法量 (cm) 口径

(復元値) 器高

色調 外

内
胎  土 焼成 猿法・形態等の特徴

考

存

備

残

1 弥 生

鉢

S D 202

(1電 2)

茶橙色 05～ ■5 dln

の砂粒含む

良好

日縁部ヨヨナデ。体部ナデ。 反転

1/4
2 弥 生

養

S D 215

(161) 褐橙色

茶橙色

密

05～ 20鰤

の砂粒含む

良好

口縁部外面ヨコナデ、内面ナデ。体部外面タタ

キ。

転

　

　

小

反

　

　

極

3 土師器

壷

S D 216

(150) 淡赤灰色

淡灰赤色

密

05～ 40剛

の砂粒含む

やや

不良

口縁部外面ヨコナデ、内面ナデ。 反転

回縁 1/2

弥 生

壼

S D 224

(12 4)

灰褐色

密

05～ 30画

の砂粒含む

良好 口縁部外面～端部 ヨヨナデ、内面ナデ。 転

　

　

小

反

　

　

極

5

7

弥 生

手焙形土器

S K 301

(163;
18 4

底径   44
責茶色 やや粗

良好 覆部ナデ。日縁部～体部外面ヨコナデ。底部外

面ナデ。体部～底部内面ナデ。

体部最大径 (174) 2/3
6

7

土師器

莞

S K 302

(147)
灰褐色

密

05～ 2 0 mn

の砂粒含む

良好 口縁部クト面～端部ヨコナデ、内面ハケ。肩部外

面タタキ後ハケ、内面ヘラケズリ。外面煤付着。

転
　
　
小

反
　
　
極

7 土師器

襲

S K 302

(184) 黒褐色

褐灰色

密

05～ 2 0mm

の砂粒含む

良好 日縁部ヨコナデ。肩部外面タタキ後ハケ、内面

ヘラケズリ。外面煤付着。

転
　
　
小

反
　
　
極

8 土師器

鉢

S K 303

(218) 淡戻橙色

淡茶橙色

密

05dd以下の

砂粒含む

良奸 内外面 ヨコ後タテ方向ヘラミガキ。 廉
　
　
跡

9

7

土師器

鉢

S K 304

(116)
6 2 淡灰橙色

密

05～ 1 5mh

の砂粒含む

良好 体部ナデ、日縁部ヨヨナデ後、内外面ヘラミガ

キ。底部外面に葉脈痕。

部反!転

1/2
１ ０

　

　

　

７

土師器

箋

S K 304

(134)

体部径 (15.5)

暗茶色 密

良好 口縁部ヨコナデ。肩部外面タタキ後ハケ。底体

部外面ハケ後FA部クト面ナデ。内面ヘラケズリ。

聴

1/2
口
　
　
　
７

土師器

養

S K30コ

16.4

23.6

体部径 211
暗褐灰色

密

05～ 1 0mm

の砂粒含む

良好 口縁部ヨヨナデ。底体部外面上半タタキ後ハケ、

下半ナデ。内面ヘラケズリ。外面煤付着。

一部反転

4/5
12 弥 生

菱

S D 301

(16.2)

暗灰掲色

密

05～ 2 0mm

の砂粒含む

やや

不良

口縁部ナデ。体部外面 タタキ。内面ナデ。 転
　
　
小

反
　
　
極

弥 生

甕

S D 301

16 4

淡灰茶色 やや粗

良好 口縁部ヨコナデ。体部外面タタキ、内面ナデ。 ~耶 屎 審

1/3
‐４

　

　

　

７

弥 生

箋

S D 301

(157)

体部径 (164)

灰茶色 やや粗

良好 口縁部ヨコナデ。体部外面タタキ、内面ナデ。

口縁部～体部外面煤付着。

反転

1/2
‐ ５

　

　

　

８

弥 生

霙

S D 301

17 9

体部径 (201)

淡黄茶色 ややplE

良好 回縁部ヨコナデ。体部外面タタキ、内面ハケ。 一部反転

日縁 1/2

弥 生

箋

S D 301

(178)

暗茶色 やや粗

良好 口縁部ヨコナデ。体部外面タタキ、内面ナデ。

/

反転

日縁 1/4
‐ ７

　

　

　

８

弥 生

養

S D 301

(152)

淡橙灰色

密

05～ 20鰤

の砂粒含む

良好 口縁部ヨコナデ、体部外面タタキ後、口縁部～

体部外面ハケ。体部内面ナデ。

転

　

　

小

反

　

　

極

弥 生

菱

S D 301

(148)

淡乳茶色 密

良好 日縁部ヨコナデ。体部外面タタキ後、肩部板ナ

デ。体部内面ナデ。

反転

1/6

第 3章 出土遺物観察表
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還物番号

図版番号
器  種 出土地漁

法量 (cm) 口径

(復元値) 器嵩
色調 タト

内
胎  土 焼成 猿法・形態等の特徴

考

存

備

残

‐ ９

　

　

　

８

弥 生

羹

S D 301

15 3

橙茶色 密 良好

日縁部ヨコナデ。体都外面タタキ、内面ハケ。

外面煤付着。

一部反転

2/3
弥 生

甕

S D 301

0)

灰橙色

密

05～ ■5m
の砂粒含む

良好

日縁部ヨヨナデ。体部外面タタキ後ヨコナデ。

体部内面ナデ。
廉
　
　
泌

弥 生

箋

S D 301

(159)
茶栓色

密

05～ 2 5mm

の砂粒含む

農好

曰縁部外面～端部 ヨコナデ。肩部外面タタキ、

内面ナデ。

転
　
　
小

反
　
　
極

２ ２

　

　

　

８

弥 生

斐

S D 301

18 7

体部径 211
淡灰茶色 密 良好

回縁部ヨヨナデ。体部外面タタキ、内面板ナデ。

外面煤付着。

日縁 1/2
弥 生

斐

S D 301 底径   46

体部径 (150)

暗灰掲色

4

05～ ■O mm

の砂粒含む

良好

体部外面タタキ、内面ハケ。底部外面ナデ。 一部反転

体部 1/3
２ ４

　

　

　

８

弥 生

台付菱

S D 301

底径

橙灰色

密

05～ ■Om

の砂粒含む

良好

台脚部外面タタキ、内面ナデ。底部内面ナデ。

極小

２ ５

　

　

　

８

弥 生

鉢

S D 301

(143)
11 4

底径   45
黄茶色 術 良好

口縁都～体部外面ヨヨナデ。底部外面ナデ、内

面ハケ。■倍形土器である可能性がある。

一部反転

1/3
２ ６

　

　

　

８

弥 生

鉢

S D 301

16 0

8 1

底径   32
淡乳茶色 密 良好

外面～口縁部内面ヘラミガキ。底部外面ユビオ

サエ。

ほぼ完形
２ ７

　

　

８

弥 生

鉢

S D 301

13 3

11 0

底径   46
茶橙色 05～ 1011n

の砂粒含む

良好

回縁部～体部外面ヘラミガキ、内面ハケ。底部

ナデ。

ほぼ完形
２８

　

　

９

弥 生

鉢

S D 301

(134)
7 7

底径   41
茶灰色

密

05～ ■O mm

の砂絃含む

良好

内面ハケ。回縁部外面ナデ。体部外面下位に工

具痕。底部外面ユビオサエ。底面ナデ。

一部反転

1/2
弥 生

鉢

S D 301

(11

淡灰茶色

密

05～ 1011n

の砂粒含む

良好

外面ナデ。内面ハケ。日縁都外面黒斑。 転
　
　
小

反
　
　
極

３ ０

　

　

　

９

弥 生

台付鉢

S D30ユ

(15 6)

10 1

底径   88
乳茶色 密 良好

口縁部端部 ヨヨナガ。鉢部ヘラミガキ。脚部外

面ヘラミガキ、内面 しば り目。脚端部ヨヨナデ。

脚部四方子し。

一部反転

3/4
３ ‐

　

　

　

９

弥 生

鉢

S D 301

12 9

6 1

3_9

暗灰茶色 密 良好

内外面ナデ。

2/3

３２

　

　

　

９

弥 生

鉢

S D 301

27 8

13 8

底径   44
乳茶色 密 良好

口縁部外面～端部 ヨコナデ、内面ヘラミガキ。

体部ヘラミガキで、内面ハケ残 る。黒斑あ り。 4/5

３ ３

　

　

　

９

弥 生

台付鉢

S D 301

21 3

14 4

底径  108
暗黄茶色 密 良好

口縁部外面～端部 ヨヨナデ、内面ヘラミガキ。

体部ヘラミガキで、外面ハケ残る。脚部外面ハ

ケ後ヘラミガキ。内面下位ハケ、脚部四方子L。

一部反転

2/3
３ ４

　

　

９

弥 生

台付鉢

S D 301

(28 0)

14 5

底径   117
赤茶色 やや密 良好

鉢部外面ヘラミガキ。脚部外面ヘラミガキ、内

面ハケで、裾部ヨヨナデ。脚部四方孔。

一部反転

2/3
３ ５

　

　

　

９

弥 生

台付鉢

S D 301

(178)
15 1

底径   110
淡茶灰色

密

05～ 1 5mm

の砂粒含む

良好

口縁部 ヨヨナデ。体部ハケ。脚部外面ナデ。内

面上位 しは り目、下位ハケ。裾部 ヨヨナデ。脚

部四方子L。

一部反転

ほぼ完形
３ ６

　

　

　

９

弥 生

高 杯

S D 301

(230)
14 1

12 8

灰茶色 密 良好

杯部ヘラミガキ。脚部外面板ナデ、内面上位ナ

デ、下位ハケ。lI部 ヨヨナデ。脚部四方子と。

一部反転

2/3
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遺物番号

図版番号
器  種 出土地点

法二 (cm) 日径

(復元値) 器高
色調 外

内
胎  土 焼成 技法・形態等の特徴

考

帝

備

残

弥 生

高 杯

S D 301

(239)
茶褐色 密 良好

杯部ヘラミガキ 反 転

日縁 1/8
３ ８

　

　

　

９

弥 生

高 杯

S D 301

(128) 茶灰色

暗灰茶色

密

05～ ■0鰤

の砂粒含む

良好

口縁部外面上位櫛描直線文、下位ハケ、内面ナ

デ 。

反 転

1/6
３ ９

　

　

　

９

弥 生

脚 都

S D30】

底径  131

茶橙色

密

05～ 1511

の砂粒含む

良好

脚部外面ヘラミガキ、内面ナデ。脚部四方孔。

脚部ほぼ

完形

４０

　

　

　

９

弥 生

脚 部

S D 301

底径  (70)

茶色 やや粗 良好

脚部外面ヘラミガキ、内面ナデ。裾部ヨヨナデ。 一部反転

脚部2/3

４
　
　
　
９ 脚  部

S D 301

底径  (86)

淡乳茶色 やや粗 良好

脚都外面ハケ。内面ナデ。 一部反転

脚部 1/4
４２

　

　

　

９

弥 生

鉢

S D 301

底径  (38)

灰褐色 密 良好

外面ヘラミガキ、内面ナデ。 一部反転

脚部 1/2

弥 生

長頸壷

S D 301

(114)
22 3

底径   46

乳責茶色 密 良好

口縁端部ヨコナデ。日顕部ハケ後外面上位ナデ。

体部ハケ後内面上位ナデ。

体部最大径 (136) 2/3

弥 生

短頸壷

S D 301

(90)
淡灰褐色 密 良好

口縁部外面ヘラミガキ、端部～内面 ヨコナデ、

内面下位ハケ。

反 転

日縁 1/4

弥 生

短頸壷

S D 301

(120)
乳茶色 やや粗 良好

口縁部外面ハケ、端部～内面ヨコナデ、内面下

位ナデ。

反 転

日縁 1/4

弥 生

短顕壷

S D 301

(168)
淡灰茶色

密

05～ 2 5tm

の砂粒含む

良好

回縁部外面～端部 ヨコナデ、内面ヘラミガキ。

体部外面ヘラミガキ、内面ナデ。

反 転

極 小

47

10

弥 生

短頸壼

S D 301

(131)
14 7 淡灰茶色

密

05～ 20m

の砂粒含む

良好

口縁部ヨコナデ。体部外面上位ナデ、下位ハケ、

内面上位ユビオサエ、下位ナデ。体部外面黒斑。

一部反転

1/2

弥 生

短頸壷

S D 301

14.9

褐灰色

密

05～ 3041m

の砂粒含む

良好

外面ヘラミガキ、内面ナデ。 一部反転

1/3

弥 生

広回壷

S D 301

(168)
淡茶灰色

密

05～ 1 5mm

の砂粒含む

良好

口縁部ヘラミガキ。 反 転

日縁 7/8

弥 生

広口壷

S D 301

(136)
乳茶色 やや粗 良好

口縁部ヨヨナデで、外面下位ハケ。 反 転

日縁 1/4

弥 生

広口壷

S D 301

(15 7)

黄茶色 密 良好

回縁端部ヨコナデ。日縁部外面板ナデ、内面ハ

ケ。肩都外面板ナデ後ヘラミガキ、内面ナデ。

反 転

日縁 1/3

弥 生

広日壷

S D 301

(269)
灰褐色

密

05～ 2 0mm

の砂粒含む

良好

口縁端部櫛描直線文後竹管円形浮文。口縁部ヨ

ヨナデ。

反 転

極 オヽ

弥 生

復合口縁重

S D 301

(163)
暗茶色 やや粗 良好

ナデ。口縁端部竹管円形浮文。口縁垂下部外面

櫛描直線文後竹管円形浮文。

反 転

極 月ヽ

弥  生

S D 301

底径 3 2

黄茶色 密 良好

体都ヘラミガキで、外面ハケ残る。 一部反転

底部完存

-26-



遺物番号

図版番号
器  種 出土地点

法量 (cm)

(復元値)
醒
縞

色調 外

内
胎  上 蜘 魂 技法・形態等の特徴

考

存

備

残

弥 生

壷

S D 301

底径

暗乳茶色 やや粗 良好

体部ヘラミガキ。底部外面ナデ。 一部反転

底部完存

土帥話

器  台

S D 327 乳秦色 密 良好

杯部外面ヘラミガキで下位 にヘラケズリ残る。

内面ヘラミガキ。日縁端部内面 ヨヨナデ。

一部反転

杯部 と/2

弥 生

甕

S D 332

(147)
暗灰茶色 やや粗 良好

日縁都ヨコナデ。体部外面ヨコナデ、内面ナデ。 反 転

日縁 ユ/4

土師器

整

S D 317

(21 7)

暗黒掲色

密

05～ 2 0mm

の砂粒含む

良好

日縁部外面～端部ヨコナデ、内面ハケ。頸部外

面 ヨヨナデ。体部内面ヘラケズリ。

反 転

極 小

土師器

菱

西 区

第 5層

(14 8)

灰褐色 密 良好

口縁部ヨコナデ。肩部外面ハケ、内面ナデ。 反 転

日縁1/4

土 師器

養

西 区

第 5層

(165)
暗茶色 密 良好

回縁部ヨコナデ。頸部外面ハケ。肩部外面タタ

キ、内面ヘラケズリ。

反 転

極 小

土師器

羹

西 区

第 5層

(18,0)

暗茶色 密 良好

口縁部ヨコナデ。肩部内面ナデ。 反 転

日縁 1/8

62

10

弥 生

土 錘

西 区

第 5層

長辺   80

短辺   25

淡灰茶色

密

05～ ■O nal

の砂粒含む

良好

ナデ。

完  形

弥 生

長頸壺

西  区

第 5層

(11 8) 暗褐色

淡茶灰色

密

05～ 2 0 1nl

の砂粒含む

良好

口縁部外面ハケ後ヘラミガキ。内面ヨコ後タテ

のヘラミガキ。

64と 同一個体

反 転

1/5

弥 生 西 区

第 5層

体部最大径

(158)
底径   48

暗褐色

淡秦灰色

密

05～ 2 0mm

の砂粒含む

良好

体部外面ヘラミガキ、内面ハケ。

63と 同一個体

部反転

1/5

土師器

壺

東 区

第 6層

(128)
淡橙茶色

密

05～ 2 0mm

の砂粒含む

やや

不良

口縁部外面 ヨコ後タテのヘラミガキ。 一部反転

口縁ほぼ

完存

弥 生

壺

東 区

第 6層

(15 3)

灰茶色 やや粗 良好

口縁端部～内面上位ヨコナデ。日縁部外面ヘラ

ミガキ、内面下位ハケ。

反 転

日縁 1/6

土師器

複合回縁壼

東 区

第 6層

(27 6)

乳茶色 やや粗 良好

日縁部外面波状文後竹管円形浮文、内面ヘラミ

ガキ。頸部外面ヘラミガキ、内面ナデ。

反 転

口縁 1/8

弥 生

有子し鉢

西 区

第 6層

(126)
6 8

底径   38

暗茶褐色

密

05～ 25鰤

の砂粒含む

良好

外面板ナデ、内面ナデ。底面ナデ。底部に焼成

前の穿孔。

一部反転

1/3

土師器

高 杯

東 区

第 6層

(210)
淡乳茶色 密 良好

口縁部外面ヘラミガキ、内面ハケ後ナデ。 反 転

回縁 1/4

土師器

器 台

東 区

第 6層

(91)
8 3

底径 (109)

乳茶色 密 良好

ITN都ヘラミガキ。脚部外面ヘラミガキ、内面ナ

デ。脚部三方子し。

一部反転

3/4

弥 生

台付甕

東 区

第 6層 底径 7 0

茶褐色 密 農好

体部外面 タタキ、内面ハケ。脚台部外面 タタキ、

内面ナデ。

一部反転

底部 1/2

72

10

弥 生

脚 部

西 区

第 6層 底径  (92)

秦灰色

密

05～ 10m

の砂粒含む

良好

脚部ナデ。裾部 ヨヨナデ。脚都四方孔 一部反転

脚部 1/2



第 4章 まとめ

今回の調査では、弥生時代後期末から近世の遺構・遺物を検出した。弥生時代後期末から古

墳時代前期の遺構は非常に密度の高いものであり、調査を行った 2面中に少なくとも3時期の

遺構の切り合い関係が確認できる。

弥生時代後期末では、溝 S D30刊 から多量の土器が出土しており、完形に近いものも含まれ

ている。このことからも、この時期の居住域が当調査区周辺に存在することが予想されよう。

この北側で検出された同時期の S K301を竪穴住居と考えるならば、 S D301の 北側に当該期

の居住域が広がる可能性がある。なお S D301の 遺物出土状況は、意図的とも捉えられるもの

で検討を要する。また当調査地の南西約 350mで確認されている集落域との関係が注目され
.18

る。ちなみに北西約 600mの久宝寺遺跡北地区調査地は、当該期の集落域からははずれてい

ると考えられている。
註9

古墳時代前期では竪穴住居 S i301が検出され、当地が庄内式期新相の居住域であることが

確認できた。第 2・ 3次面で検出された溝群は耕作溝と考えられるものである。第 2次面の時

期については古墳時代後期頃の可能性があるものの、明確にはしえなかった。西約 lkmの 久

宝寺遺跡南地区において検出された庄内式期の『多数の交錯する溝』は『畑状遺構』として捉

えられている。今回検出の溝群にも共通する点があり、同様の性格の遺構かもしれない。また

第 1次面では曲物井戸 S E102や近世井戸 S E101が検出されており、古墳時代後期～中世以

降は、当地は生産域となっていた可能性が高い。

なお今回の調査地は、中世末以降発展する久宝寺寺内町の東端に位置し、その成立段階にお

ける環濠部分に想定される地点であったが、これに関する遺構等の検出はなかった。
註 11

註

註 1 金光正裕 。他  1987『河内平野遺跡群の動態 I』 大阪府教育委員会・財団法人大阪文化財センター

註 2 漕 斎 1991「 6久宝寺遺跡 (90-11)の 調査」F人尾市内遺跡平成 2年度発掘調査報告書Π』人尾市教育委員会

註 3 駒沢 教 1988「 23久宝寺遺跡 (第 2次調査)」『八尾市文化財調査研究会年報 昭和 62年度』財国法人八尾市文

化財調査研究会

註 4 西村公助 1989「 6久宝寺遺跡 (第 3次調査)」 F人尾市文化財調査研究会年報 昭和 63年度』財回法人八尾市文化

財調査研究会

註 5 本書掲載「Ⅱ久宝寺遺跡 (第 17次調査)J
註 6 滴 斎  1992「 1久宝寺遺跡 (90-566)の 調査」「人尾市内遺跡平成 3年度発掘調査報告書』八尾市教育委員会

註 7 前掲書 註 2
註 8 前掲書 註 5,6
註 9 前掲書 註 1
註10 松岡負憲・他 1987『久宝寺南 (その 1)』 大阪府教育委員会・財団法人大阪文化財センター

註11 人尾市教育委員会『寺内町の基本計画に関する研究』昭和 63年
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久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)



例

1.本書は、人尾市西久宝寺 1丁目40番地で実施した遊戯場および駐車場建設工事に伴なう発

掘調査の報告書である。

1。 本書で報告する久宝寺遺跡第 17次調査 (KH 93-17)の発掘調査業務は、財団法人八尾

市文化財調査研究会が、人尾市教育委員会の指示書 (人教社文第埋 44号 平成 5年 7月 12

日付)に基づき、坂本興産株式会社から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成 5年 7月 19日 ～平成 5年 7月 30日 (実働 10日 間)にかけて岡田清―を

調査担当者として実施した。調査面積は、約142m2を 測る。なお、調査においては瀬尾泰

大・朝田要 。大見康裕が参加した。

1.本書に関わる業務は、遺物実測―内山千栄子・吉田由美恵、図面 トレースー北原清子・遺

物写真撮影一岡田が行なった。

1.本書の執筆・編集は岡田が行なった。
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Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

第 1章 はじめに

久宝寺遺跡は、旧大和川の主流であつた長瀬川左岸の低位沖積地にあたる縄文時代晩期から

鎌倉時代に至る複合遺跡である。遺跡の推定範囲は、東西約 1.8km。 南北約 1 3kmを 測る。

現在の行政区画では人尾市の西部に位置し、北久宝寺・久宝寺・西久宝寺 。南久宝寺・神武

町・亀井・北亀井・渋川町・跡部北の町がその範囲にあたる。周辺に隣接する遺跡では、南に

亀井遺跡・跡部遺跡、東に宮町遺跡 。人尾寺内町 。成法寺遺跡があり、人尾市域外では、北に

東大阪市の弥刀遺跡、西に大阪市の加美遺跡がある。

当遺跡は、昭和 57年 から58年にかけて大阪府教育委員会 。(財)大阪文化財センターによっ

て実施された近畿自動車道天理～吹田線建設に伴なう調査 (註 1)において、縄文時代晩期の自

然河川、弥生時代中期～後期の掘立柱建物・方形周溝墓、古墳時代前期の「準構造船」、奈良

I

I o

キi。

巡ヽ|

」

|

寸
劉

第 1図 調査地周辺図
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～平安時代の水田遺構等々多岐にわたる遺構・遺物が検出された。なかでも3世紀末～4世紀

の古墳時代前期に比定される準構造船の検出は、当該期における朝鮮半島との交流を考えるう

えで貴重な資料として特筆すべきである。平成 3年度に当調査研究会が北亀井 3丁 目のシャー

プ株式会社敷地内で実施した工場建設工事に伴なう第 9次調査 e2)では、古墳時代初頭の竪

穴住居から小型傍製鏡が出土、さらに古墳時代前期に比定される前方後円墳が検出された。前

方後円墳については墳丘長約 35mを測る付近一帯では最大規模の古墳であり、在地の首長ク

ラスの墳墓と考えられる。平成 6年度に当調査研究会がネ申武町 143他で実施した配送センタ

ー建設工事に伴なう第 18次調査 住3)では、古墳時代前期初頭 (3世紀後半)の所産と考えら

れる朝鮮半島系の土器 2点が出土した。この 2点の土器は胎土分析から、当地に移住して来た

渡来人が在地の上を用いて「歌質両耳甕」・「炉形土器」を模倣したものと判明、これまでに

日本国内においては出土例のないもので前述の準構造船同様、考古学史上に新たな知見を加え

ることとなった。また、西接する大阪市側の加美遺跡では、(財 )大阪市文化財協会が昭和 59

年度に実施した加美東 3丁 目の第 1次調査 儘4)で、古墳時代初頭～前期 (庄内式期～布留式

期)に比定される46基の方形周溝墓が検出されている。周知のように本来久宝寺遺跡西部と

の一体化が考えられることから今後付近の調査を踏まえて、両遺跡間の有機的関係に興味がも

たれる。

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過
今回の発掘調査は遊戯場および駐車場建設工事に伴なうもので、当調査研究会が久宝寺遺跡

内で実施した第 17次調査にあたる。今回調査姑象となった地点は、市教委の遺構確認調査の

結果、敷地内北部の建物基礎工事部分にあたる東西 2箇所である。各調査区の規模は、西側の

第 1調査区が 6.5m× 6.5m、 東側の第 2調査区が 10m X 10mの 総面積約 142mワ を測る。

なお、盛土・攪乱部分にあたる表土の悪質条件の為、現地表面での掘削規模を第 1調査区では

13m× 13m。 第 2調査区では 15m× 15mと し、今回の調査対象となる現地表下 2.Om前後

の古墳時代前期の遺物を含む堆積層まで法 (の り)面をつけて掘削することとなった。地区割

りについては、敷地内北西部に任意の基準点を設定し、 10m区画で南北方向は算用数字 (北

から1・ 2)、 東西方向はアルファベット (西からA～ D)で表示、地区名をlA区～2D区

と呼称した。掘削は、人尾市教育委員会の遺構確認調査資料を参考に現地表 (T.P.+8.4m前

後)か ら0.4m～ 0,9mの現代の整地層・十日耕土・床土を重機により排除した後、以下 1,0

～ 1.5mの中・近世にあたる土層を遺構 。遺物の確認を行いながら重機と人力を併用して掘
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Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

削、以下 0,7m前後の弥生時代後期～古墳時代前期の上層については人力のみで掘削し、遺

構・遺物の検出に努めた。なお、調

査終了後は両地区とも調査区中央部

において、 1辺 2m四方・深さlm

前後の規模で下層確認調査を実施し

た。調査の結果、第 1調査区では平安

時代後期頃の井戸 1基を東壁面内で

確認、古墳時代前期 (布留式古相)の

土坑 2基 (SK-101・ SK-102)・

溝 1条 (SD-101)。 弥生時代後期

末の土坑 1基 (SK-201)、 第 2調

査区では古墳時代前期 (布留式古相)

の土坑 4基(SK-103～ SK-106)、

柱穴 1個 (SP―刊01)。 小穴 2個 (S

P-102・ SP-103)を 検出した。

第 2節 基本層序
調査区内でみる限りにおいて、 2調査区とも中世以降現代までの堆積層がほぼフラットな状

況を示すことから、その時期間については比較的安定した土地条件であつたことが推測される。

また、第 1調査区では標高 7.Om前後で平安時代末頃の河川の氾濫を示唆する砂層の堆積が

みられたが、第 2調査区では近接していながらもそれと姑応する堆積層はみられなかった。下

層確認で摘出した第 11層 の厚い砂の堆積層については、周辺における調査資料から弥生時代

中期～後期前半頃の埋没河川と考えられる。以下、両地区内で普通的に摘出できた 12層 につ

いて列記する。

第 1層 :盛土および攪乱 (層厚 30～ 70 cm)。 現代の造成に伴なう整地層である。

第 2層 :緑黒色 [5G2/]シルト (層厚 10cm前後)。 旧耕土にあたる。

第 3層 :オ リーブ黒色 [7.5Y3/1]シ ルト (層厚 10 cm前後)。 床土にあたる。

第 4層 :にぶい黄橙色 [10YR 6/3]砂質シルト (層厚 40cm前後)。 中世の土師器および

瓦器椀の破片を少量含む。

第 5層 :黄褐色 [10YR 6/8]細粒砂混じり粘土質シルト (層厚 30 cm前後)。 平安時代後

期に比定される土師器・瓦器を含む。第 1調査区北東部の東壁面で本層上面から

YO A  Y10 B Y20 C Y30 D Y40
+     十
井戸確認地点

第 2調査区

第 2図 調査区設定図
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第 2調査区
現地表

一

TP+80m

第 1調査区

古墳時代前期 /″
遺構検出面

弥生時代後期末
違構検出面

〔層 序〕
1盛土および撹乱
2緑黒色 〔5G2/〕 シルト (旧耕土)
3オ リーブ黒色 〔75Y3/1〕 シルト (床土)
4にぶい責橙色 〔10YR6/3〕 秒質シルト
5黄掲色 〔10YR6/8〕 細粒砂混じり粘土質シルト
6灰白色 〔N3/〕 細粒砂 (平安時代中期洪水層 ?)

第 3図

7灰色 〔N4/〕 シルト質粘土
8,晴灰色 〔N3/〕 粘土質シルト (古墳時代前期遺物包含層)
9_黒色 〔N2/〕 シルト質粘土 (弥生時代後期末遺物包含層)
10暗オリーブ灰色 〔5 GY4/1〕 砂質シルト
11灰色 〔N6/〕 極細粒砂 (弥生時代中期自然河川 ?)
12青灰色 〔5 PB6/1〕 シルトと極細粒砂の互層

基本層序模式図

下
層
確
認
部
分

型

切 り込まれる井戸を 1基確認した。埋土内の土器から平安時代後期頃に廃絶した

ものと思われるが、今回の調査では面的に遺構を捉えることはできなかった。

第 6層 :灰白色 [N8/]細粒砂 (層厚 20～ 40 cm)。 本層内の上器片および層位関係から平

安時代中期頃に当地を襲った河川の決水層と考えられる。本層からの湧水は著し

い。既述したように第 2調査区では存在しない。

第 7層 :灰色 [N4/]シルト質粘土 (層厚 20～ 40 cm)。 今回の調査では湧水を含む上下層

の土壌の悪条件から面的に捉えることができなかったが、本層上部にみられる畦

畔らしき起伏や人の足跡から、第 1調査区の第 6層 を勘案すれば平安時代中期頃

に河川の決水によつて埋没した水田耕土の可能性が高い。

-32-



第 8層

第 9層

第 10層

第11層

Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

暗灰色 [N3/]粘土質シルト (層厚 30～ 40cm)。 弥生時代後期末～古墳時代前期

の遺物を含む。

黒色 [N2/]シ ルト質粘土 (層厚 20 cm前 後)。 弥生時代後期末の遺物を含む。本

層上面が古墳時代前期 (布留式古相)の遺構検出面になる。標高は第 1調査区が

T.P.+6.Om前後、第 2調査区がT,P.+6.3m前後を測る。

暗オリーブ灰色 [5GY 4/1]砂 質シルト (層厚 20～ 30cm)。 第 1調査区では本

層上面が弥生時代後期末の遺構検出面になる。標高はT.P.+5。 8m前後を測る。

灰色 [N6/]極細粒砂 (層厚 100 cm以上)。 下層確認調査で摘出した堆積層である。

部分的にシルト質のラミナがみられ、若干の植物遺体が混入する。層内に遺物はみ

られなかったが、周辺における調査結果から弥生時代中期～後期前半頃の埋没河川

と考えられる。湧水が著しい。

青灰色 [5PB 6/1]シ ルトと極細粒砂の互層 (層厚 20cm前後)。 既述した第 1調

査区第 6層の平安時代中期頃の河川の洪水層に起因する堆積層ではないかと思われ

る。第 1調査区内にはみられない。

第12層

第 3節 検出遺構と出土遺物
〈第 1調査区〉

[平安時代後期]

井戸側に曲物を使用した井戸で、調査区北東部の東壁面で確認した (※地点については第 2

図参照)。 壁面で確認できた規模については、掘方上面径 0.82m・ 深さ1.lm前後を測る。

埋土は上から第 1層灰褐色 [5YR4/2]礫混じり砂質シルト・第 2層黒褐色 [5YR3/1]
シルト・第 3層青灰色 [10BG 6/1]シ ルト質粘土の 3層 に分層できる。井戸側となる曲物

は、最深部で 1段確認できた。遺物は第 3層内から平安時代後期頃の所産とみられる土師器・

瓦器が出土した。そのなかで図化できたものは、土師器皿 2点 (1・ 2)・ 瓦器椀 5点 (3～

7)・ 曲物底板 (8・ 9)の 9点である。(1)の土師器皿は扁平な底部からやや内彎気味に

伸びる日縁部が付 く。(2)の深みのある中皿は、胎土色調が淡い乳灰色を呈する。瓦器椀は

(4・ 7)の外面のヘラミガキが体部上半にみられるものや見込み部の格子状ヘラミガキがみ

られるもの (6)、 すべての高台の断面が三角形を呈し、しっかりしている等の特徴から尾上

編年 儘5)のH-1期頃に比定されよう。(9)の曲物底板は片半部のみでその一端には、もう
一方の底板を繋ぎ合わせていたことを示す樺皮紐と紐孔が確認できた。蒸器の一部としても転

用されたものであろうか。法量は厚さ0.8cm・ 全体の推定復原径 34 cm前後を測る。
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〔層 序〕
1灰掲色 〔5 YR4/2〕 礫混じり砂買シルト
2.黒掲色 〔5 YR3/1〕 シルト
3青灰色 〔10BG6/1〕 シルト質粘土

第 4図 第 1調査区 中世井戸掘方東壁面図
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写真 1 第 1調査区 中世井戸東壁面状況
(西から)
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第 5図 第 1調査区 中世井戸埋土内出土遺物実測図
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X10-――

2

弥生時代後期末   l  l
第 6図 第 1調査区 検出遣構平面図
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[古墳時代前期]

土坑 (SK)

SK-101

lA区の調査区北端で検出した。遺構の北部は側溝によって削平してしまったが、平面の検

出状況からみて南北に長い楕円形を呈するものと思われる。規模は検出長 1.2m・ 幅 0,5～

0,7m・ 深さ0.18mを 測る。東西方向で断ち割った断面形は椀形を呈する。埋土は暗灰色

〔N3/〕 粘土質シルトで、内部から古式上師器の破片が少量出土した。

西
TP+60m

泳遺構内埋土はすべて暗灰色〔N3/〕 粘土質シルト
0                     1m

第 7図 第 1調査区
SK‐-101 ・ 102、
SD-101遺構断面図

南二里■60m

黒色 〔N2/〕 砂礫混じり粘土質シルト

SK‐-102

SK-101の南側で検出した。平面形状は不定形を呈す

る。規模は南北長 1.55m。 東西長 0。 95m・ 深さ0.

17mを 測る。東西方向で断ち割った断面形は皿形を呈

する。埋土は暗灰色 〔N3/〕 粘土質シルトで、内部から

甕・鉢の破片が出上した。

溝 (SD)

SD-101

lB区～ 2A区の調査区南部で検出した。北東一南西

方向に伸びる溝で北東部は途中で消滅、南西部は調査区

外に至る。規模は検出長 3.Om。 幅 0.5m前後・深さ

0。 lm前後を測る。断面形は浅い椀形を呈する。埋土は

暗灰色 〔N3/〕 粘土質シルトで、遺物は出土しなかった。

[弥生時代後期末]

土坑 (SK)

SK‐…20司

lA区の調査区北西

― 北  部で検出した。平面形

は東西にやや長い卵形

を呈する。規模は東西

長 1.65m・ 南北長 1.

4m・ 深さ0.38mを

測る。南北方向で断ち

割つた断面形は椀形を

呈す る。埋土 は黒色

東

東
TP+60m SD-101

第 8図 第 1調査区 SK-201遣構断面図

-36-



Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93 17)

〔N2/〕 砂礫混じり粘土質シルトで、下層部にはレンズ状に薄く炭化物層が堆積する。内部か

らは壼 3点 (10～ 12)・ 甕 7点 (13～ 19)・ 高杯 1点 (20)が出土した。

出土した土器は、すべて弥生時代後期末の寺沢・森井編年 儲6)にみる河内vI様式に比定さ

れるものである。短頸壺 (lo)は 口縁部のみなので断定できないが、器種別では小型長顎重

の可能性もある。(11)の 広口重の頸部に巡らされる貼付け突帯は、以前のV様式までの加飾

性を残すものである。広口重 (刊 2)|ま粗雑な作 りである。甕は本様式では (14)の ように胴

部最大径が中位にあるのが主流であるが、(13)の ように肩の張ったものも混在するようであ

る。図化できた甕の回縁部をみると、すべて頸部に接合根を明瞭に残しているのが窺われる。

また、口縁端部の形態では (刊 6)の受け口状を呈するものもみられる。 (20)の小型化する高

杯は、本様式の特徴と言える。

」___J
/2少  ―

20m

第 9図 第 1調査区 SK-201出 土遺物実測図
[遺構に伴なわない出土遺物]

・弥生時代後期～古墳時代前期 (第 8層内)

図化できたものは、高杯 1点 (21)。 甕 13点 (22～ 34)。 器台 2点 (35・ 36)。 鉢 1点

(37)の 17点である。各遺物の形態および時期的位置付けは、原田分類 (当調査研究会報告37

1993年 )儘 7)に よる。 (21)の高杯については弥生時代後期からの混入品であり、内外面共

に密なヘラミガキが施されるうえに外面にはさらに放射状のヘラミガキが施される。胎土色調

＼
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は鮮やかな明褐色を呈する。 (22～ 27)はいわゆる河内型庄内式甕であるが、(28)の甕のみ

外面左上がリタタキが施される大和型庄内式甕で、胎土も白っぽい。 (22～ 25)は庄内式新相

～布留式古相の範疇と思われるが、日縁部のみなので詳細は不明である。 (26・ 27)|ま外面右

上がりの連続螺旋状タタキが施される甕B2で｀庄内式古相にみられる。 (29。 30)は布留式影

響の庄内式甕で甕Dにあたるもので、体部外面がハケナデ調整される。 (31・ 32)は甕Eにあ

たる布留式傾向で、布留式甕の属性の一部をもつものである。 (33。 34)1ま 、いわゆる布留式

奏で甕Flにあたる。 (29～ 34)はすべて布留式首相にみられる。器台 (35・ 36)の うち (35)

は、皿状の受部を持つ受部が脚部に貫通しない小型のものである。一方の (36)は 、屈曲部

に段を持たないいわゆる鼓形器台と呼ばれ、くびれ部内は貫通する。 (37)1ま 、半球形の底部

に二段に屈曲する口縁部が付 く精製品の小型鉢である。器台・小型鉢共に布留式期首相に位置

付けられる。

＼   | 戸
22

35

36

0

第10図 第 1調査区 第 3層内出土遺物実測図

・弥生時代後期末 (第 9層内)

図化できたものは、壺 11点 (38～48)。 甕 10点 (47～ 58)・ 鉢 3点 (59～61)の 24点で

ある。短頸重 (38)は SK-201内 出土の短頸壼 (10)と 同種であるが、頸部外面に2条の凹
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Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

線を巡らす。 (39・ 43)1よ 、口縁部が大きく外反する広口重である。 (42)の 口縁端部がやや

肥厚する短頚重は作りが粗雑である。 (40・ 41・ 44)の複合口縁壷はいずれも口縁端部が肥厚

して面をもつもので、その面には (41)は竹管浮文、(44)は列点文が加飾される。重につい

ては、図化できなかった破片も含めて形態的には (39。 43)とこみる広口重が主流をなし、当

該期を特徴付ける。秦は肩の張らない小型のもの (49)や (52)の ような肩部～口縁部まで

幾重もの接合痕を残す粗製のものがある。 (60・ 61)は台付奏または台付鉢の脚部であろう。

甲

|

ミヾ′多ケ  48

第11図 第 1調査区 第 9層内出土遺物実測図

ぎ/f/′

ラ
｀ヽ
ッ/
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1

X10

第刊2図 第2調査区 検出遺構平面図 (古墳時代前期〉

写真 2 第 2調査区 SK-103
遺構断面 (東から)

〈第 2調査区〉

[古墳時代前期 ]

土坑 (SK)

SK―-103

2C区 ～ 2D区 の調査区南西部で検出し

た。遺構の西部および南部が調査区外に至っ

ている為、全容は不明である。検出部での規

模は、南北長 49m・ 東西長 2.0～ 3.0

m・ 深さ 0.3～ 0.55mを 測る大型の上坑

である。埋土は検出できた部分でみると上層

が青灰色系シル ト・下層が暗灰色系シル ト質

-40-



TP+60m

〔層 序〕
1明青灰色 〔5 PB7/1〕 粘土質シルト
2青灰色 〔5 PB〕 粘土質シルト
3暗青灰色 〔5 PB3/1〕 シルト
4暗赤灰色 〔5R3/1〕 シルト
5青灰色 〔5B6/1〕 シルト

第刊3図

6青黒色 〔5 PB2/1〕 シルト
7青灰色 〔5 PB5/1〕 砂質ンルト
8青黒色 〔5 BG2/1〕 砂質シルト
9灰色 (N6/〕 粘土質シルト
10晴灰色 〔N3/〕 粘土質シルト

第 2調査区 SK-103

Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

ヨヒ

11暗緑灰色 〔7 6GY3/1〕 粘土質シルト

12緑黒色 (5G2/1〕 粘土質シルト

13暗灰色 〔N3/〕 粘土

※スクリントーン  |は炭化物または植物

遺体を多量に含む堆積層。

遺構断面図

粘土の 2層に大きく分けられ、細分すると全体で13層 に分層できる (第 13図参照)。 遺構内遺

物のほとんどは炭化物を多量に含む下層から出土した。それらの遺物出土状況や堆積状況から

2次的に埋没した様相が窺われる。遺物には土器以外に多数の木製部材があり、それらは破損

して原形を止めない断片や炭化したものが多く、図化できるものは少ない。また、床面にはほ

ぼ全域に植物遺体が付着していることからもともと池状遺構を呈していたものが、のち使用不

能となった生活用具を処分するための廃棄坑として利用された可能性が強い。

出土遺物から図化できたものは、土器では重10点 (62～ 71)・ 甕 16点 (72～ 87)、 木製部

材 10点 (88～ 97)の総数 36点 を数える。小型壼 (62～ 67)はいわゆる小型九底壺と呼ばれ

るもので、(62)を 除くとすべて内外面上半部は密なヘラミガキによつて調整される。形態的

に原田分類でみると (63)は 口径が体部最大径を凌駕するB2｀ (64～ 67)は半球形の体部に大

きく開く日縁部が付 くB3でいずれも布留式古相にあたる。(62)は 口径と体都最大径がほぼ等

しいBlに なるが、体部外面がハケナデ調整されるのは当該期では類例が少ない。(68)の短頸

壼は甕と見極めの困難な器種で粗製である。 (69・ 70)の 直日重は胎土が褐色系の色調を呈す

る生駒西麓産で、分類では (69)が精製品の直口重A2｀ (70)が大型直口壺Aに あたり、庄内

式新相～布留式古相にみる。(71)の複合口縁重は、日縁部・頸部とも外反するもので山陰・

北陸地方の影響をもつもので、布留式古相にみられる。甕 (72～ 76)は庄内式新相の範疇と

思われるが、詳細は不明である。甕 (77～ 79)は分類では幅の狭いタタキメがハケナデによ

って消される甕B4に あたる。甕 (80・ 8刊 )は形態的には甕B4と 同様であるが、体部外面がハケ

ナデ調整される布留式影響の庄内式甕Dに なる。奏 (82～ 87)|ま いわゆる布留式甕で分類は

甕 Fにあたり、分類をさらに細分すると (32・ 83)は甕FIで、日縁屈曲部の彎曲化と口縁端

部が九味をもって肥厚するほか、ケズリが屈曲部に及ばない。さらに (32)は、rth部外面上位
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第14図 第 2調査区 SK-103出土遺物 (土器)実測図 1
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E 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

の水平方向のハケナデに特徴をもち、内底面に指頭圧痕を残す。(84～ 87)は 回縁端部が内傾

し、面を持つ甕馳になる。甕 (76～ 87)は布留式古相の範疇である。

次に木製遺物で図化できたものについて概説する。(38)は独楽で、径 5cm前後の平坦な面

を残し、それより先端に向けて弾丸状に削りあげ、先端を乳頭状にやや突出させている。全長

6.Ocm・ 径 5cm前後。(89'90)は不定形板状木製品で、これらも用途的には不明である。法

量は (89)が残存長 9,Ocm・ 最大幅 9.3 cm。 最大厚 3.4cm、 (90)が残存長 10.8cm・最大幅

11.5cm。 最大厚 3.4cmを 測る。 (9刊 ～93)は紡織具の一部で、棒状をした布巻具または糸

巻具と思われる。 (91)の両端には、紡織機の各部材を引っ張るための紐を結ぶために削り込

まれた瘤状の隆起がみられる。全長 33.Ocm・ 長径 1.5cm。 短径 1.Ocm。 (92)イこついても

一端は破損しているが (92)と 同種のものと思われる。残存長 35。 2cm・ 長径 1.2cm・ 短径

0。 9cm。 (93)は (91,92)よ り大型のもので、一端は破損しているがそこにもやはり対称に

決 りを有するものと思われる。残存長 43.9cm・ 長径 3.Ocm。短径 2.3cm。 (94)はヘラ状の

もので、用途は不明であるが全面が丁寧に削られ、整形されている。残存長 34.8cm。 幅 2.

4cm。 厚さ0.6cm。 (95)は杭で、残存長 35.2cm・ 径 2cm前後を測る。(96)は石剣等の武

器を納める鞘とみられるもので、 2枚の板を組み合わせたうちの片方と考えられる。一端には

2枚の板を組み合わせる際に穿たれた樺紐孔および鞘を腰に吊り下
'デ

るために穿たれたであろ

う紐孔が 3箇所みられる。残存長 21.5cm。 最大幅 6.lcm。 最大厚 1.6 cm。 (97)は 破損して

いるが類例から復原すると、中央が凹む曲面を呈する座板の下に「ハ」の宇形の脚部を削り出

した腰掛けと考えられる。推定復元長 30cm前後・推定復元幅 17cm前後・脚部高 9.5cm・ 部

材の厚さ2.0～ 3.5cm。 (98)は、一端にほぞ穴を有する部材で、中央部分は削られて細まり

くびれる。この部材は福岡市雀居 (さ さい)遺跡出土の大型組合式机の四本脚 Q9)に類似す

る。残存長 39。 2cm。 長径 13.Ocm・ 短 (く びれ部)径 8.5cm。 (99)は、大阪府友井東遺跡

に出土例をみる代踏み・施肥に用いる「大足」e8)の足板と同種のものと思われる。両端の突

き出た長軸部分には梯子形の方形枠を取り付けるための緒通し子とが数箇所みられ、さらに片面

には縞状に横木の痕跡が確認される。残存長 39.Ocm・最大幅 10。 7cm・ 最大厚 1.Ocm、 長軸

部の残存長 3.5～ 4.5cm・ 最大幅 2.Ocm。 (100)は建築部

材の断片と思われるもので、両面共に整形され、片面には

凹状の切 り込み溝がみられる。長さ25.5cm。 幅 18cm前

後・厚さ5～ 8cm。 (101～ 103)の 3点の角材も建築部材

の一部と考えられるが詳細は不明である。各々の法量は

(101)一 長さ30.5cm・ 幅 6.5cm。厚さ4.5cm、 (可 02)一

長さ37 5cm・ 幅 6.5cm・ 厚さ3.7cm、 (103)一長さ31.

8cm・ 幅 5,7cm・ 厚さ4.2cmで ある。

写真 3 第 2調査区 SK-103
木製品出土状況 (南から)
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o                10              20cm

SK-103出土遺物 (木製品)実測図Ⅳ
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Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

暗灰色 〔N3/

南
T.P十
63m

〕砂礫混じリシル ト質粘土

SK-105

北西

TP十
63m    SP-103

南東

0           20cm

―

暗灰色 〔N3/ 〕砂礫混じリシル ト質粘土

Jヒ

SK-106

SK-105→暗灰色 〔N3/ 〕砂礫混じリシルト質粘土
SK-106→暗青灰色 〔5B/3/1〕 シルト質粘土

lm

第18図 第 2調査区 SK-104～ 106、 SP-102・ 103遺構断面図

SK‐-104

lD区の調査区北部中央で検出した。平面形状はやや隅丸方形を呈する。規模は径0,7m

前後・深さ0.08mを測る。断面の形状は皿形を呈する。埋土は暗灰色 〔N3/〕 砂礫混じリシ

ルト質粘上で、内部からは重 1点 (104)・ 甕 2点 (105。 106)が出土した。一見甕と見間違

える壷 (lo4)の 口縁部は、体部から大きく屈曲外反し、その端部面には1条の沈線が巡らさ

れる。甕 (刊 05)の頸部外面には接合痕を消去した際のタタキメが明瞭に残る。甕 (106)の

口縁部は、体部から「く」の字に鋭く屈曲する。時期的に (104)の壺は回縁部の形態が特異

で、在地ではあまりみられないもので搬入品の可能性が強い。発はいずれも体部内面の調整が

ヘラケズリではなくヘラナデあるいはユビナデによるもので、時期的に弥生時代後期末からの

混入品であろう。

第19図 第 2調査区 SK-104出 土遺物実測図

SK‐-105

lD区の調査区北東部で検出した。平面形状は不定形を呈する。規模は径 1.Om前後・深

さ0.18mを測る。断面の形状は浅い椀形を呈する。埋土は暗灰色 〔N3/〕 砂礫混じリシル

ト質粘土である。内部からは布留式古相に比定される土器が出土し、その中から図化できたも

のは器台 2点 (刊 07・ 103)。 鉢 5点 (109～ 1刊 0)の 7点である。(107)の器台は貫通しない

皿状の受部を持つもので、内面には放射状のヘラミガキが施される。もう一方の器台 (108)
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は受部が破損しているが、脚部が貫通するいわゆる鼓形器台と呼ばれるもので、脚裾部上位に

透孔を有する。小型鉢 (109)の底部は平坦で、全体が手づくねによる粗製である。(110～

112)の小型鉢は、半球形の体部に二段に屈曲する国縁部がつく小型有段鉢とも呼ばれる精製

品である。 (113)の 大型鉢も二段に屈曲する口縁部がつくものであるが、この大型鉢につい

ては山陰地方に多くみられる。以上の土器類は庄内式新相～布留式古相に比定されよう。

第20図 第 2調査区 SK-105出土遺物実測図

SK‐-106

SK-105の北側で検出した。遺構の南部がSK-105に よつて切られる為、全容は不明で

ある。規模は検出部で、長径 0.9m・ 短径 0.6m・ 深さ 0。 19mを 測る。埋土は暗青灰色

(5B3/1)シ ルト質粘土である。内部からの出土遺物で図化できたものは、壺 2点 (114・

1刊 5)、 鉢 2点 (116・ 117)の 4点である。 (刊 14)の小型壼は、球形の体部に比較的短く内彎

気味に伸びる国縁部が付 く。(115)の 複合口縁重は、回縁部・顎部ともに外反するもので山

陰系と思われる。小型鉢 (116・ 117)の うち (116)は SK-105出土 (110～ 112)の小型鉢

と同種であるが、(117)の 屈曲しない口縁部を持つ小型鉢については、その色調・胎土・調

整から弥生時代後期～後期末の所産で、あきらかに混入品である。この (117)の鉢を除いて

すべてSK-105出 土遺物と同時期である。

o                10              20cm

第21図 第 2調査区

柱穴および小穴 (SP)

SP――刊0刊

SK-106出土遺物実測図

=■
f‐

==峯
=
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Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93‐ 17)

lD区の調査区北端部中央で検出した。柱根 (刊 18)が遺存する柱穴で、平面形状はやや北

東―南西方向に長い精円形を呈する。規模は長径 0.4m・ 短径 0.24m・ 深さ0.64mを測る。

北西―南東方向で断ち割つた断面形状は、U字形を呈する。埋土は上層暗灰色 (N3/)砂礫

混じリシルト質粘土、下層青黒色 (5B2/)シ ルト質粘上の 2層 に分類できる。遺物は上層

から古式土師器の小破片が僅かに出土したが、図化できるものはなかった。柱根の法量は残存

長 32.5cm。 最大径 11.4 cmを 測る。

北西          南東
T,P,+6.3m

0     1o    20cm

―

第22図 第 2調査区 SP-101 遺構断面実測図 (左 )

SP―-102

SK-104の東側で検出した。平面形状はほlF円形を呈する。

0.1l mを 測る。断面形状は半円形を呈する。埋土は暗灰色 (N

上で、内部からの出土遺物はなかった。

118

・柱根実測図 (右 )

規模は径 0.3m前後・深さ

3/)砂礫混じリシルト質粘

SP―-103

2D区のSK-103の 北東側で検出した。平面形状は北東―南西方向にやや長い楕円形を呈

する。規模は長径 0.35m・ 短径 0.25m・ 深さ0.13mを 測る。断面形状は椀形を呈する。

埋土は暗灰色 (N3/)砂礫混じリシルト質粘土で、内部からの出土遺物はなかった。

[遺構に伴なわない出土遺物]

・弥生時代後期末～古墳時代前期 (第 8層内)

出土遺物のうち図化できたものは、重 5点 (119～ 123)。 甕 9点 (124～ 132)の 14点で

引
:々´

ll

ギ|

|

怖
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ある。(119)の複合口縁壷は、日縁部と擬口縁部との接合点が突帯状に張り出すもので、河

内vI-2様式に比定されよう。 (124～ 126)の 3点の甕もその成形・技法から (刊 19)の壺と

ほぼ同時期であろう。 (124・ 125)の甕は大きさが異なるが、いずれも体部外面上位の極細の

タタキメがハケナデによつて消去される甕B4に比定される。(129)の甕は、肩の張らない体

部に器壁が厚 く短い口縁部が 2度にわたって接合され、全体的に作 りが粗雑である。 (132)

はいわゆる布留式奏で、日縁端部の内部肥厚が内傾し面を持つ甕F2に あたる。図化不能な遺物

も含めると、第 2調査区の第 8層には以上のように、第 1調査区に比べ弥生時代後期末の遺物

が古墳時代前期 (布留式古相)の堆積層内に混在する害!合が高い。

126

132

第23図 第 2調査区

♀              lP             20cm

第 3層内出土遺物実測図

・弥生時代後期末 (第 9層内)

第 2調査区では、当該期の遺構が検出されなかった割りには、弥生時代後期末いわゆる河内

VI様式に比定される遺物が多量に出土した。また、器種別では出土遺物全体の 8割が発であ

る。次いで重になるが、重に関しては甕に比べて底部以外に口縁部や体部から図化できる残存

率の良いものは少ない。以下、図化できた土器類を概観する。内容は壺13点 (133～ 145)。

奏 23点 (146～ 168)。 高杯 5点 (169～ 173)・ 鉢 2点 (174。 175)の総数 43点である。

(133)は 比較的長めの頸部に大きく外反する口縁部が付 く広口重で、頸部外面は縦方向のヘ

ラミガキ調整が施される。(134・ 135)はいわゆる長顎重でいずれも体部最大径を中位にもつ。

しかし、体部外面のヘラミガキをみると (134)の乱雑な不正方向に対して、(135)の方はす

べて横方向に丁寧にしかも緻密に施され、双方に調整技法の相違が窺われる。図化した重底部
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Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

147

く三ミ三

;F==三

三
=三=三
三

|~~~~~~~iそf子

テテ

子!4

第24図 第 2調査区 第 9層内出土遺物実測図 1

157

10               20cm
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第24図  第 2調査区 第 9層内出土遺物実測図 I
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Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

の調整には、ユビオサエ (136・ 137)・ ハケナデ (138・ 140)・ ヘラナデ (刊 39)。 ヘラミ

ガキ (141～ 144)の 4タ イプがある。無頸壺 (145)に ついては極めて当該期に類例が少なく、

一時期古い河内V様式からの混入品の可能性が高い。体部はほぼ球形を呈し、日縁部に蓋用の

紐子とが穿たれる。奏はそのほとんどが小型で球胴化した当該期の特徴を示す。しかし、なかに

(158・ 刊60)の ように大型で体部最大径を上位にもつ形態の古い河内V様式からの混入品とみ

られるものも散見される。他に当該期の奏の特徴の一つに、日縁部を別に付加した痕跡 (接合

痕)と 明瞭なくびれを残すことが挙げられるが、(152)の ような頚部の接合痕をタタキメに

よつて消去しようとする気風のものもみられる。また、 (156・ 157)の 口縁端部面にみられる

ヘラキザミの施文は、加飾性の無い当該期にあって目立つ存在である。形態の不格好な粗製の

ミニチュア甕 (刊 64)は、口縁部がやや水平に伸び受口状を呈する。(165'166)の甕の底部

には、ヘラ状工具による木の葉文のような線刻がみられる。深い椀形の杯部を持つとみられる

高杯 (呵 69)|よ 、脚部内面以外すべてヘラミガキ調整される。また、脚部が (173)の ような

外反屈曲して伸びる裾部が主流の当該期にあって、 (刊 69)の椀を伏せたような形態を持つ脚

部は類例が少ない。 (170)の 盤状の杯部内面に、断面三角形の突帯状の隆起をもつ高杯はさ

らに類例の少ないもので、河内では「長原遺跡 SB-01」 (註 9)に 1点類例をみる。この高杯

は寺沢・森井編年によれば河内V-2様式に位置付けられることから一時期古い混入品と思わ

れる。当該期の高杯は、今回図化できなかったものを含めて (171)の ようにV様式までのも

のに比べてやや小型化するのが一般的と考える。台付鉢 (174・ 175)の高台は (174)がつま

み出し、(175)は継ぎ足し (接合)に よるもの成形および技法である。

写真 4 第 2調査区 発掘風景 (南東から)
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遺物番号

図版番号

器  種

出土地点

(cm) 口径

法量  器高
調 整 ・ 手 法

色調 外面
内面

胎   土 焼 成 遺存度 備  考

ｌ

　

　

ｍ

皿

(上師器 )

内外面共にヨヨナデ、ユビナデ 淡褐色 i nlm以下の砂

粒を含む

良好 ほぼ完

存

2 同 上 160 内外面共にヨ]ナデ、ユビナデ 乳灰色 密 良好 口縁部

1/3

(瓦 器 )
中世井戸内

外面 :ユ ビオサエ後ヘラミガキ

内面 :ヘ ラミガキ

暗灰色 密 具 射

1/6

同 上

07
61

高

径

台

台

高

高

外面 :ナデ

内面 :ヘ ラミガキ

灰 色 密 艮 好

酌И

高台高 05
高台径 58

み

四

lpl 上

高台高 08
高台径 66

タト回 :ヘ フミ刀千

内面 :ヘ ラミガキ、底部格子状暗文 1/2

四

IHl 上

52

高台高 0つ

高台径 56

密 艮 好 1 /3

(弥生土器)

SK-201

外 回 :ヨ コ ナ デ 、 ヘ フ ナ ア

内面 :ヘ ラミガキ、ユビオサエ 粒を含む

艮 好

1/4

Ｈ
　
　
四

(弥生土器)

SK-201

外面 :ヨ ヨナデ、頸部に貼付突衛 1条、

接合痕 (頸部)1条
内面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ

浚黍色

粒を含む

艮射

2/3

四

200 外自 :ヨ コナデ、ヘラナデ

内面 :ヘ ラミガキ、ユピオサエ

揆灰茶色

粒を含む (雲母)

艮 射

1/6
‐３
　
　
四

(弥生土器)

SK-201
167

体部最大径

140

底径

外 国 :ヨ コ ナ デ 、 ア タ 千 (3不 /cm,、
ユピオサエ、接合痰 (頸部)1条
内面 :ヨ コナデ、ユビナデ、ハケナデ

(10本 /cm)、 接合痕 (体部)2条

淡灰色 粒を含む

(長、石 )

外面に媒付着

‐４
　
　
四

1可  上 126

底径  44

外口 :ヨ ヨナデ、タタキ (4不 /Cm,、

接合痕 (体部)1条
内面 :ヨ ヨナデ、ハケナデ (Ю本/cm)

淡灰褐色

3mm以 ドのυ
粒を含む (長 )

良好 1/3

外国 :ヨ コナデ、ヘフナア、稜含捩 (頚部,1粂

内面 :ヨ ヨナデ、ユピナデ、接合浪 (頸

部～肩部)3条
粒を含む 属部1/6

‐６
　

　

五

I可  上 外 国 :ヨ ヨ ナ ア 、 ア タ千 (3企 /cm,、

接合痕 (日縁部)1条
内面 :ヨ コナデ、ハケナデ (10本/cm)

粒を含む 1/6

同 上 内外面共にヘラナデ 茨灰褐色

粒を含む (長 )

R貯

1/6

五

1可  上

底径  48

外向 :タ タキ、ユ ヒオサエ

内面 :ハケナデ

味 衡 色 4 naln以 ドのυ

粒を含む (長 ) み

‐９
　
　
五

1可  上

底径  40

外国 :タ タキ

内面 :ヘ ラナデ 粒を含む [/4

五

(弥生土器)

SK-201 裾径  68

外面 ケナ ナデ

内面 :ヘ ラナデ、ユピオサエ、シボリロ

淡茶禍色

粒を含む (長 )

艮 対

み

五

(弥生土器)

第 8層

内面 :ヘ ラミガキ 粒を含む

(長、雲、角)

1/5

22

(土師器 )

第 8層

168 内外 向共 に ヨコナデ

淡茶褐色 粒を含む

具 射

1/4

同  上 154 外向 :ヨ ヨナデ、ハケナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

茶 衡 色

粒 を含む

(長、雲 )

1/5

第 4節 出土遺物観察表

第 1調 査 区                              ※胎■― ( )内は主要な鉱切名を示す。長―長石 雲―雲母 角―角閃石 石一石英 テーチヤー ト 酸―酸化と壮
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遺物番号

図版番号

器  種
出土地点

(cm) 日径

法量  器高
調 整 手 法

色調 夕1面

内面
胎   土 焼 成 遺存度 備   考

24 菱

(土師器 )

第 8層

賄
　
一

外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ヘ ラナデ

淡黄褐色

明茶褐色

3 mm以 下 の砂

絃を含む

良好 口縁部

1/6

同  上 164 困外 向共 に ヨヨナデ 茶褐色 2mm以 下の砂
粒を含む (雲、石)

良好 回縁部

1/8
％

下

同  上 140 外面 :ヨ ヨナデ、タタキ (5本/cm)
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズ 1'

茶灰色

暗茶反色

2mm以 下の砂 良好 日縁部～

肩部1/6
同 上 148 外面 :ヨ コナデ、タタキ (5本/1 5cm)

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

茶褐色 5mm以下の砂
粒 を含む (長 )

良好 日縁部～

肩部1/3
２８

五

同 上 146 同  上 暗茶灰色 4mm以下の砂
粒を含む (雲 )

良好 日縁部～

属部1/4

大和型

”

五

同 上 122 面

面

外

内

ヨコナデ、タタキ後ハケナデ

ヨコナデ、ヘラケズリ

茶褐色 3mm以 下の砂
粒 を含む

良好 日縁訃～

肩部1/8

同 上 144 外面 :ヨ ヨナデ、ハケナデ
内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

茶灰色 2 mln以 下の砂 良好 都

父

縁

／

ロ

ー
３‐

五

同 上 146 外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

乳褐色 lmm以 下の砂
粒を含む (雲 )

良好 口縁部

1ッ/4
1可  上 134 外面 :ヨ コナデ、ハケナデ

内面 :ヨ コナデ、ュ ビオサェ終ヘラ+デ
茶褐色 6mm以 下の砂 良好

３３

五

同 上 158 同  上 色

色

灰

茶

乳

淡

2mm以 下の砂
粒を含む (雲 )

良好 口縁部

1ッ/6
３４

五

同  上 158 外面 :ヨ コナデ、ハケナデ

内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

暗茶色

淡茶色

5mm以 下の砂
粒を含む (雲 )

良好 回縁 部

1/8
器 台
(上師器 )

100 内外 向共 にヘ ラ ミガキ 淡衡色 l mIIa以下の砂

粒 を含む

良好 受部

1/3

３６
　
　
五

同  上 外面 :ヘ ラミガキ

内面 :ヘ ラケズリ、ヘラミガキ

暗灰茶色 2mm以 下の砂
粒を含む

良奸 脚 部

2/3

37 鉢

(土師器 )

第 8層

170 内外面共にヘラミガキ 淡僑色 l mln以下の砂

泣を含む

良好 1/3

短顕壷

(弥生土器)

第 9層

86 内外面共にヘラミガキ、ハケナデ (Ю

本/cm)、 顕部外面に 2条の凹線 を有す
る
^

黄掲色 4 HIm以 下の砂

粒を含む

良好 口縁部

1/3

広口壷

(弥生土器)

籍 9層

120 門外向共にヨヨナデ、ヘラナデ 淡褐色 6 mm以 下の砂
粒を含む

良好 日縁部

1/5

４〇

五

同  上 126 面

面

外

内

ヨヨナデ、ハケナデ

磨滅の為調整不明

乳茶色 lmm以 下の砂粒
を含む(長、角、石 )

良好 日縁部

1/6
４‐

　

　

言

複合日縁重

(弥生土器)

第 9層

177 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラ刻 目
(頸部外面 )、 竹管浮文 (日縁端部 )

内面 :ヘ ラミガキ

也

色

筒

褐

余

明

31111m以下の砂

粒を含む

良好 日縁部

1/4

短頸壷

(弥生土器)

第 9層

160 外面 :ヘラナデ、ユどオサエ、接合痕傾部)1条
内面 :ヘラナデ、ユピオサェ、接合反 (肩部)2条

明茶掲色 6mm以下の砂
粒 を含む

良好 口縁部

1/4

広口壷

(弥生土器)

210 外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ヨ コナデ、接合痕 (頸部)1条
淡灰茶色 2mm以 下の砂

粒を含む

良好 口縁部

1/4

留
　
　
五

同  上 276 外面 :ヨ コナデ、列点文
内面 :ヨ ヨナデ

灰茶色 やや精良 良好 回縁部

1ッ/6

４５
　

　

工

壺

(弥生土器)

第 9層

外面 :ヘ ラミガキ

内面 :ハケナデ (lo本/cm)
灰茶色 3mm以 下の砂

粒を含む (長 )

良好 底部の

み

４６
　
　
下

同 上

底径  56

外面 :ヘ ラミガキ、ユビオサエ

内面 :ハケナデ (7本 /cm) 淡褐色

3mm以 下の砂
粒を含む

良好 底部の

み

同  上

底径  40

面

面

外

内

ハケナデ、ユピオサエ

ハケナデ (8本/cm)
茶褐色

淡灰茶色

2 alm以 下の砂

粒 を含む (雲 )

良好 底部の

み

４８

　

　

五

同  上

底径  50

外面 :ユ ビオサエ後ヘラナデ。底部に本
の葉文。

内面 :ヘ ラナデ

乳褐色 4mm以 下の砂
粒を含む

良好 低 部 の

み

49

(弥生土器)

第 9層

126 外面 :ヨ コナデ、体部下半は磨滅の為調整不明。

内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、接合痕 (頚

部 )   , 泰

茶褐色 4 mln以 下の砂

粒を含む

良好

1ッ/6
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遺物番号

図版番号

器  種

出土地点

径

一局

口

器
ｍ
濯

調 整  手 法
色調 外面

内面
胎  土 焼  成 遺存療 備   考

養

(弥生土器)

第 9層

150 面

面

外

内

ヨコナデ
ヘラナデ

乳褐色 lmm以下の砂
粒 を含む

良好 口縁部

1/6

51 向 上 154 外面 :ヨ コナデ、タタキ

内面 :ヨ ヨナデ、ハケナデ (6本 /cm)
乳褐色 lmm以下の砂 良好

1/6
５２

　

　

エ
ハ

同 上 148 ‥

痕

‥

面

合

面

外

接

内

ヨヨナデ、タタキ (4本/1 5cm)

(口縁部～頚部)3条
ハケナデ (10～ 12本/cm)

乳灰 色

乳茶褐色

2mm以下の砂
粒を含む

良好 口縁部

1/3

同 上 外面 :ヨ コナデ、タタキ

内面 :ヨ ヨナデ、ユビオサエ後ヘラナデ

平し茶色

乳黄灰色

4mm以下の砂
締力合 tr

良好 回縁部

1/6
同 上

底径  40

画

面

外

内

タタキ、ユビナデ

ハケナデ (8本 /cm)

淡茶灰色 3mm以下の砂
泣を含む (長、

筆、れ、石 )

良好 底部の

み

外面に黒斑

５５

　

　

エ
ハ

同 上

底径  48

画

面

外

内

タタキ、底部中央に刺突孔

ヘラナデ

秦褐色 3mm以下の砂
粒を含む

良好 底部の

み

同  上

底径  44

外面 :タ タキ

内商 :ヘ ラナデ

淡乳灰色 4 mln以 下の砂

泣 を含む (長、

雲、角、石 )

良好 底部の

み

内外面に黒班

５７
　
　
エハ

同 上

底径  44

同  上 暗茶褐色

淡褐色

5mm以下の砂
粒を含む

良好

み

５８
　
　
エハ

同 上

底径  50

外面 :ユ ビオサエ後タタキ

内面 :ヘ ラナデ

淡黒灰色 5mm以下の砂
粒 を含む

良 好

み

外面に煤付着

”

エ
ハ

同  上 外面 :ヨ コナデ、タタキ (4本/cm)

内面 :ヘ ラナデ

淡褐色 3 EIm以下の砂

粒を含む

良好 ほぼ完

存

６０

　

　

ェ
ハ

脚台部

(弥生土器)

第 9層 廃径  53

内外面共にナデ 明乳灰色 2mm以下の砂
粒を含む

良好

の み

６‐

　

　

ェ

同 上

82

外面 :ユ ビオサエ、ヘラナデ

内面 :ユ ビオサエ、ハケナデ (10本/cm)
淡灰茶色 lmm以下の砂

粒を含む (長、

石 )

良好 脚台部

2/3
内面に黒斑および蝶

付着

第 2調査区

ｏ巧

号

番

番

物

版

遺

図

器  種
出土地点

(cm) 口径

法二  器高
調 整 手 法

色調 外面

内面
胎  土 焼 成 遺存度 備  考

６２

　

　

エ
ハ

小型豆

(土師器)

SK-103

90
81

体部最大径

外面 :ヨ コナデ、ハケナデ (12本 /cm)
ヘラケズリ

内面 :ヨ ヨナデ、ユビオサエ、ナデ

淡褐色 3mm以下の砂
粒を含む

良好 2/3

６３
　

　

エ
ハ

同  上 104

体部最大径

92

外面 :ヘ ラミガキ、ヘラケズリ

内面 :ヘ ラミガキ、ナデ、ヘラナデ

淡茶褐色 lmm以下の砂
粒 を含む

良好 1/3

1可  上 112

体部最大径

85

外面 :ヘ ラミガキ、ヘラタスリ

内面 :ヘ ラミガキ、ナデ

澱茶褐 色 Zmm以 ドの砂
粒を含む (雲、酸)

良好 1/2

６５

　

　

エ
ハ

同 上 124

74

体部最大径

98

外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

明褐色 311m以下の砂

粒を含む

良好 1/3

６６

ニ
ハ

同 上 104 内外面共にヘラミガキ 暗褐色 精良 EL好 口縁 部

2/3
６７

一
ハ

同  上 120 外面 :ヘ ラミガキ、接合痕 (頸部)1条
内面 :ヘ ラミガキ、ユビオサエ

茶褐色 3mm以下の砂
粒を含む

良好 1/6

(土師器)

SK-103

外面 :ヘ ラナデ、ナデ、接合反 (口縁部 )

ユ条

内面 :ヘ ラナデ、ヘラケズリ

暗茶褐色

粒を含む

口材 封
'1/3

直口重

(土師器 )

SK-103

140 内外面共にヘラミガキ 淡褐色 lmm以下の砂
粒を含む

良好

1/4

７０

　

　

ェ
〈

入型巳II重

(土師器 )

SK-103

198 外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ユ ビナデ後ヨコナデ

茶褐色 4 mm以 下
粒を含む

の砂 良 好 回縁都

1/3

-56-



遺物番号

図版番号

器  種

出土地点
酪
縞

くｃｍ，
激

調 整 。 手 法
色調 夕1面

内面
胎  土 焼  成 遺存度 備  考

71 榎合日縁重

(土師器 )

213 外面 :ヘ ラミガキ、接合痕 (口縁部)1
条

内面 :ヘ ラミガキ

茶褐色 2 mln以 下の砂

粒を含む (長、

良好 口稼 剖S

1/6

甍

(土師器 )

SK-103

152 外面 :ヨ コナデ、接合痕 (回縁部)1条
内面 :ヨ ヨナデ

茶褐色 3mm以 下の砂
粒を含む

良好

1/4

養

(土師器 )

SK-103

148 内外面共にヨコナデ 暗茶褐色 2 HIm以 下の砂

粒を含む (雲 )

良好 口縁部

1/3

74 箋

(土師器 )

SK-103

142 外面 :ヨ ヨナデ

内面 :ハケナデ、ヘラケズリ

暗灰色 3 mln以 下の砂

泣 を含む

良好 回縁部

1/6

同  上 170 外面 :ヨ コナデ、タタキ (3本 /cm)
内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

色

色

掲

茶

淡

暗

4mm以 下の砂
粒を含む (雲 )

良好 回縁部

1/6
I可  上 164 外面 :ヨ コナデ、タタキ (5本/cm)

内面 :ハケナデ、ヘラケズリ

暗灰色

粒を含む

艮 対

1/6
７７
　
　
七

同  上 外面 :ヨ コナデ、タタキ (7本/1 Sem)後 ハ

ケナデ (6本/cm)、 接合痕 (日縁部)1条
内面 :ハケナデ (10本 /cm)、 ヘラケズリ

淡褐色 3mm以 下の砂
粒を含む

良好 口縁部

1/6

猪
　
　
七

同  上 134 外面 :ヨ ヨナデ、タタキ (7本 /1 5cm)後
ハケナデ (5本 /cm)

内面 :′サ ナデ10A/cm)、 ュピナデ後ヘラケズリ

暗茶灰 色 4 mln以 下の砂

粒を含む (長 )

良好

1ッ/4

７９
　
　
七

1可  上 148 外面 :ヨ ヨナデ、タタキ (6本 /cm)後
ハケナデ (10本/cn)
内面 :ハ ケナデ、ユビナデ後ヘラケズリ、

接合痕 (肩部)1条

淡灰茶色 3mm以下の砂
粒を含む (雲 )

艮 対

1/6

1可  上 外面 :ヨ コナデ、ハケナデ、接額 砺部)1条
内面 :ハ ケナデ (12本 /cm)、 ヘラケズリ

暗茶灰色 4mm以 下の砂
粒 を含む (雲 )

艮 好

ユ/6
８‐
　
　
十

同  上 128 外向 :ヨ コナデ、ハケナデ (10～ 13本/
cm)、 接合痕 (口縁部)1条
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

茶褐色 lmm以下の砂
粒を含む (雲 )

良好

嘲赫
膨同  上 外面 :ヨ ヨナデ、ハケナデ

内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

乳褐色～

黒灰色

2111m以 下の砂

粒を含む

良好 口稼 剖S

1/6
外面に媒付着

七

IHJ 上 110

143

体部最大径

外向 :ヨ ヨナデ、ハケナデ (10本 /cm)
内面 :ヨ ヨナデ、上位ヘラケズ リ、下位

ユビオサエ

暗茶俗色

粒 を合む

風叶 4/C

３４

七

同  上 144 外面 :ヨ ヨナデ、ハケナデ (5本/cm)
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

色

色

褐

褐

黒

灰

2mm以下の砂
粒を含む

良好 1/4

８５

七

同  上 外面 :ヨ ヨナデ、ハケナデ (6本/cm)
内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ 暗灰褐色

3mm以 下の砂
粒を含む (雲 )

良好 と/3 外面に媒付着

８６

七

同  上 150 同  上 暗茶褐色 2mm以 下の砂
粒 を含む

良婿 1/6 外面に煤付着

同 上 外面 :ヨ ヨナデ、ハケナデ

内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

乳灰色 5mm以下の砂
粒 を含む

良好 1/6
口緑部

(弥生土器)

外国 :ヨ コナア、ハケナデ (b不/Cm,
内面 :ヨ コナデ、ユどオサエ後ハケナデ

決茶 褐色

粒を含む (長、

長 野 1/6 外 向 に爆付 着

養

(弥生土器)

SK-104

146 外面 :ヨ コナデ、ハケナデ (6本 /cm)、

接合痕 (顕部)1条
内面 :ヘラナデ、ナデ、接合痕 (肩部)3条

茶灰色 3mm以 下の砂
粒を含む

良好 口縁部

1/6
外面に煤付着

186 外El iヨ ヨナデ、ハケナデ

内面 :ハケナデ、ヘラナデ、接合痕 (頸部)1条

灰褐色 5 mln以 下の砂

粒を含む (婁 )

具 対 口稼 剖
'1//8
外 国 に妹 4す看

Ｕ
　
　
七

器 台
(土師器 )

SK-105

86 外面 :ヨ ヨナデ、ヘラミガキ

内面 :ヘ ラミガキ、ユ ビオサエ後ヘラナ

デ

淡褐色 2mm以下の砂
粒を含む

良好 の

損

部

欠

裾

み

‐０８

八

同  上 箭
　
一

外白 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ、三方孔 ?

内面 :ユ ビオサエ、ヨコナデ、接合痕I条

淡褐色 2mm以 下の砂
粒 を含む

良好 螂
И109 4ヽ型郵

(土師器 )

SK-lo5 底径  24

四外国共にユヒオサエ (ナデ, 淡灰色 3mm以下の砂
粒を含む (長 )

良好 低 部 ●

み

鉢

(土 RT器 )

SK-105

内外面共にヘラミガキ 次茶 褐色 lmm以下の砂
粒を含む

良好

1ッ/6

同  上 肉外面共にヨコナデ、ヘラミガキ 淡掲色 2mm以 下の砂
粒を含む (雲 )

良好 回縁 剤
`ユ/6



選物番号

図版番号

器  種

出土地点
くｃｍ，
江

口径

器高
調 整 ・ 手 法

色調 外面
内面

胎   士 焼 成 遺存度 備  考

1よ 2 鉢

(土師器 )

SK-105

172 同  上 色

色

褐

褐

茶

明

2 Hlm以 下の砂

粒を含む

良好 1/4

113 同 上 320 面

面

外

内

ヨヨナデ
ヘラナデ

淡褐色 2 nlm以 下の砂

粒を合む

良好 口縁部

1/6
外面に黒斑

‐‐４
　
　
人

(土師器)

SK-106

外面 :ヘ ラミガキ、体部下半は磨減の為

調整不明

内面 :ヘ ラミガキ、ヘラナデ

茶褐色 3 mm以 下 の砂
ftを含む

長 野 ′まtr完

存

外 向に黒堀

複合回縁壷

(土師器 )

SK-106

21箆 外面 :ヨ ヨナデ、ナデ

内面 :ヨ コナデ、ユビナデ

茶褐色

淡茶褐色

2mm以 下の砂
粒 を含む (長、

角、石 )

良好 回縁都

1/8

肺
　
　
人

鉢

(土師器 )

SK-106

138 内外面共にヘラミガキ 淡茶灰色 lmm以下の砂
粒を含む (長 )

良好 1/3

鉢

(土師器 )

168 1可  上 暗灰色 4 mln以 下の砂

泣 を含む (長、

良好 回縁

1 /6

‐‐９
　
　
人

複合日縁重

(弥生土器)

第 8層

同 上 淡褐色 2 mm以下の砂

粒を含む

良好 頸部

1/3

囲
　
　
八

壷

(弥生土器)

第 8層 底径  40

外面 :ユ ビナデ (オ サエ )

内面 :ヘ ラナデ

暗茶褐色 2 mln以 下の砂

粒を含む

良好 底部の

み 内外面に煤付着

‐２‐
　

　

人

同 上

底径  56

外面 :ユ ビナデ (オ サエ )

内面 :ヘ ラナデ

淡茶灰色 5 mln以 下の砂

粒を含む (長、

雲、石 )

良好 底部の

み

‐２２
　
　
人

同  上

廃径  40

外面 :磨減の為調整不明

内面 :ヘ ラナデ

淡茶灰色 2mm以 下の砂
粒を含む

良好 晨 封
'の
み

‐２３
　

　

人

同 上

底径  50

同  上 暗茶色

淡茶褐色

2 1rlnI以下の砂

粒 を含む

良好 底部の

み

箋

(弥生土器)

第 8層

132 外面 :ヨ コナデ、タタキ

内面 :ヨ ヨナデ、ナデ

暗灰色

淡褐色

4 HIm以 下の砂

粒 を含む

良好 回縁部

1/6

‐２５

人

同 上 外面 :ヨ コナデ、タタキ (3本 /cm)
内面 :ヨ ヨナデ、ユピナデ

茶褐色

灰茶色

2mm以下の砂
粒 を含む (長雲 )

良好 口縁部～

肩部1/4 外面に煤付着

126 同  上

底径  20

外El:タ タキ後ユとナデ

内面 :ヘ ラナデ

淡茶色 7 mIII以下の砂

粒 を含む (長、

雲 )

良好

み

‐２７
　
　
人

菱

(土師器 )

第 8層

122 外面 :ヨ コナデ、タタキ後ハケナデ

内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

茶褐色 4mm以下の砂
粒 を含む (長、

良 好

1/8

‐２８

人

同 上 176 同  土 茶掲色 2mm以下の砂
粒 を含む (長、雲 )

良好 口縁部

1/5 外面に煤付着
同 上 i08 外面 :ヨ コナデ、ハケナデ

内面 :ヨ ヨナデ、ヘラケズリ

淡茶灰色 6 natn以 下の砂粒

を合む (長、婁拓 )

良好 口縁 部

1/8
同 上 158 内外面共にヨコナデ 暗灰 茶色

渉揚

“

3 mln以 下の砂 良好 回縁部

同  上 140 外面 :ユ ビオサエ後ヨコナデ、ハケナデ

(5本/cm)、 接合痕 (頸部)1条
内面 :ユピオチエ後ヨコナ六ヘラナス紳 C翻 1条

茶褐色 6 mln以 下の砂

舷を含む

良好 口縁部

1/4

同 上 138 外国 :ユ ピオサエ後 ヨコナデ、ハケナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラケズリ

暗灰茶色 2mm以 下の砂
瞳を含む(長、雲 )

良好

1/8

八

広日壷

(弥生土器)

第 9層

160 外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ

内面 :ヨ コナデ、ナデ

淡茶灰色 2111m以 下のυ

粒を含む

良好 回縁部

1/2 内面に黒斑

‐３４
　

　

八

長顎壷

(弥生土器)

第 9層 体部最大径

156

底径  44

外面 :ヘ ラミガキ

内面 :上位ユビナデ (オ サエ )、 下位ハ

ケナデ (8本/cm)、 接合痕 (体部)1
条

淡灰茶色 3 mm以下の砂

粒を含む (長、

雲、角、石 )

良好

脚陸恥存
‐３５

　

　

人

同  上 84
164

体部最大径

129

底径  44

外面 :ヨ コナデ、ヘラミガキ、ヘラナデ

内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

淡灰茶色 3mm以 下の砂
粒 を含む (長、

石 )

良好 回縁部

一部欠

損

体部外面に黒斑

-58-



［巧

号

番

番

物

版

遺

図

器  種

出土地点

(cm) 口窪

法量  器嵩
調 整 手 法

色調 外面

内面
踏  土 焼  成 遺存度 備  考

断
　
九

壷

(弥生土器)

第 9層 底径  46

外面 :ユ ビオサエ

内面 :ヘ ラナデ

茶褐色

淡褐色

2111m以 下の砂

粒を含む

良好 底部の

み

‐３７

　

九

同  上

底径  48

外面 :ユ ビオサエ

内面 :ユ ビオサエ後ヘラナデ

茶灰色 3mm以下の砂
粒を合む (長 )

良好 底部の

み

‐３８
　
　
九

同  上 面

面

外

内

ハケナデ
ヘフナデ

明褐色 5mm以下の砂
粒を含む (雲、

チ )

良好 底部の

み

内面に黒斑

‐３９
　
　
九

同  上

底径  46

外面 :ヘ ラナデ、ナデ

内面 :ヘ ラナデ

灰茶色 3mm以 下の砂
粒 を含む

良好 底部の

み

内面に黒斑

‐４〇
　
　
九

向  上

底径  50

面

面

外

内

ユビオサエ後ハケナデ

ハケナデ (8本 /cm)
淡灰茶色

暗灰色

3 Hlm以下の砂

粒を含む (長、

良好 底部

3/5
外面に黒斑

‐４‐

　

九

同  上

底径  48

内外面共にヘラミガキ 暗茶褐色 3mm以 下の砂
粒を含む

良好 底部の

み

‐４２

　

九
(弥生土器)

第 9層

外面 :ヘ ラミガキ、ユ ビオサエ、接合痕

(底部)1条
内面 :ヘ ラナデ、ユ ビオサエ

暗茶褐色 8 nlm以下の砂

粒を含む (長、
r‐、  斎 )

良好 底部の

み

外面に黒斑

‐４３
　
　
九

同  上 面

面

外

内

ヘラミガキ

ヘラナデ
淡茶褐色

灰色

4mm以下の砂
粒を含む

良好 底部の

み

幽
　
　
九

同  上

底径  48

外面 :ヘ ラミガキ

内面 :ハケナデ (8本 /cm)、 ヘラナデ、
接合痕 1条

暗茶褐色 3mm以 下の砂
粒を含む

良好 底部の

み

崎
　
　
九

無頸壷

(弥生土器)

第 9層

121

体部最大径

196

外自 :ヘ ラナデ、ヘラミガキ、日縁部付

近に紐孔

内面 :ヘ ラナデ、接合痕 (体部)2条

茶灰 色 4mm以 下の砂
粒を含む

良好 口縁部

～体部

1/3

‐４６
　
　
九

甕

(弥生土器 )

第 9層

120

体部最大径

外面 :ヨ ヨナデ、タタキ (4本 /cm)、
接合痕 (頚部)1条
内面 :ヨ コナデ、ナデ

明茶灰色

淡茶掲色

4mm以 下の砂
粒を含む

良好 1/4 体部外面に煤付着

147 同  上 144

体部最大径

136

外面 :ヨ コナデ、タタキ (3本/cm)
内面 :ヨ コナデ、ユビオサエ、ハケナデ

(12本 /cm)

色

色

灰

茶

暗

灰

5mm以下の砂
粒を含む (雲、

角 )

良好 部

部

４

縁

肩

／

日
　
　ヽ
１

‐４８

　

九

同 上 142

体部最大径

134

外向 :ヨ コナデ、タタキ (5本/2cm)
接合痕 (体部)1条
内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ

茶褐 色 5 mln以下の砂

粒を含む (雲 )

良好 1/4

同  上 130 外面

内面 :

'コ

ナデ、タタキ

“

A cm)、接合戻(顕部)1条
コナデ、ユピオサエ小ラナデ、鞍合痕(属部)2条

淡茶灰 色 3 nxn以下の砂池

を含む(長、雲、D
良好 口縁 部

1/6
口縁罰
`外
向に蹂付 看

九

同  上

体部最大径

154

外画 :ヨ コナデ、タタキ (5本/cm)、
接合痕 (体部)1条
内面 :ヨ コナデ、ユビオサエ、ユビナデ

茶灰色

粒 を含む

不 良 2/3

九

同  上

体部最大径

163

外薗 :ヨ コナデ、タタキ (4本/cm)
内面 :ヨ ヨナデ、ユビオサエ、ヘラナデ、

接合痕 (肩部)1条

淡茶色 4mm以下の砂粒
を合む (長、雲、石)

良好 回縁部

～肩部

1/3

‐５２
　
　
九

同  上

体部最大径

150

‥

痕

獅
繭
船

ヨコナデ、タタキ (5本 /cm)
ヘラナデ、ユビオサエ、ユビナデ、

(頸部 ) 1条

明褐色

明灰色

4mn以 下の砂
粒を含む

良好 1/3

螂
　
　
・。

同  上 146

体部最大径

161

外薗 :ヨ ヨナデ、タタキ (4本/cm)
内面 :ヨ コナデ、ユビオサエ後ヘラナデ 淡茶灰色

2mm以下の砂
粒を含む

良好 外 国 に際 4寸着

同  上 150 内外面共にヨヨナデ 明褐色 4mm以 下の砂
粒を含む

良 口縁部

1/3
同  上 170 外面 :ヨ コナデ、ユビオサエ

内面 :ヨ コナデ、ヘラ十デ

明褐色 3mm以下の砂 良好 口縁部
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遺物番号

図版番号

器  種

出土地点
唯
縞

くｃｍ，
滋

調 整 手 法
色調 外面

内面
胎   土 焼 成 遺存度 備  考

嚇
　
　
一。

甕

(弥生土器)

第 9層

166 外面 :ヨ コナデ、タタキ、口縁瑞部にヘ

ラキザ ミメ、接合痕 (口縁都～顕部)2条
内面 :ハケナデ、ヘラナデ

暗茶掲色 5mm以 下の砂
粒を含む

良好 口縁音[

1/3

‐５７　　布

同 上 170 外面 :ハケナデ、ユビオサエ、日縁端部

にヘラキザ ミメ、接合痕 (頸部)1条
内面 :ハ ケナデ (15本 /cm)

色

色

褐

褐

茶

乳

3mm以 下の砂
粒 を含む (雲 )

良好 日縁部

1/4

同 上 194 面

面

外

内

ヨコナデ、タタキ、接合痕 (頸部)1条
ヨコナデ、ナデ、接合痕 (肩 部)1条

淡茶褐色 6mm以 下の砂
粒を含む

良好 日縁部～

肩部1/4

肩部外面に煤付着

‐５９
　
　
一。

同 上
238

体部最大径

222
底径

‥

痕

‥

面

合

面

外

接

内

ヨコナデ、タタキ (6本 /2cm)
(体部下半)1条
ヨヨナデ、ヘラナデ

暗褐色

淡茶褐色

4mm以下の砂
粒を含む

史好 3/5 内外面に煤付着

‐６〇
　
　
一。

同 上 188

238

体部最大径

214

底径  63

外面 :ヨ コナデ、タタキ (4本 /2cm)
ナデ、接合痕 (回縁部～体部)4条
内面 :ヨ コナデ、ヘラナデ、ハケナデ、

ユビオサエ、接合反 (口縁部～体部)4

乳褐色 6mm以下の砂
粒を含む (長、

雲、角、石 )

良好 4/5 外面全域および内面
下位に煤付着

‐６‐
　
　
・。

小型整

(弥生土器)

第 9層

108

91

体都最大径

110

底径  34

外面 :ヨ コナデ、ハケナデ、タタキ (4

本/cm)、 接合痕 (顕部～肩部)3条
内面 :ヨ ヨナデ、ヘラナデ、接合戻 (肩

部～体部)3条

淡灰色 4mm以 下の砂
粒を含む (雲、

角 )

良好 2/3

(弥生土器)

第 9層 底径  38
内面 :ヘ ラナデ

余猾色 4mm以 ドの砂
粒 を含 む

艮対 底部の

み

同 上

底径  40

外薗 :タ タキ

内面 :ユ ビナデ

淡褐色 6mm以 下の砂
粒を含む

良好 底部の

み

内外面に煤付着

164 同  上

底径  40

面

面

外

内

タタキ (4本/cm)
ヘラナデ

淡褐色 5mm以 下の砂
粒を含む

良好 底部の

み

‐６５
　
　
一。

同 上

底径  36

外 国 :グ ア 千 (4不 /cm,、 凰 部 に不 の

葉文

内面 :ヘ ラナデ

浚褐 色 2 mln以 下の砂

粧を含む

良好 底部の

み

‐６６
　

　

一。

同 上

底径  50

外面 :タ タキ (4本/cm)、 底部にヘラ

先刻

内面 :ナ デ、ヘラナデ

茶褐色 6 alnt以下の砂

粒 を含む (長、

雲、角 )

良好 底部の

み

一〇

El 上

底径  48
接合痕 (体部)1条
内面 :上位ハケナデ(8本/cm)、 下位ユビナデ

粒を含む

長 野

‐６８
　
　
・○

同 上

底径  44

外面 :タ タキ (4本 /cm)、 一部ヘラナデ

内面 :ヘ ラナデ

暗褐色 2mm以 下の砂
粒を含む

良好 ユ/3 外面に煤付着

‐６９

一

高 杯
(弥生土器)

第 9層 裾 径  124

外面 :ヘ ラミガキ、四方孔

内面 :ヘ ラミガキ、ナデ、シボリロ

淡灰茶色 4mm以 下の砂
粒を含む (長、

雲、角、石 )

良好 口縁部

のみ欠

損
‐７。

一

同  上

裾 径 134

内面 :ナデ、シボリロ、杯部中央に径

10cm前 後の突帯状の隆起をもつ

次黍炊色 6m組 以下の砂

糧を含む (長、

石 )

良好 3/5

同 上 146 内外面共にヨヨナデ後ヘラミガキ 茶褐色 2mm以 下の砂
粒を含む

良好 日縁 部

[/6
IE. 上 困外 薗共 に ヨヨナデ、ヘ ラ ミガ千 淡褐色 4mm以 下の砂

粒を含む

良好

1/4

聘

一

同 上

裾径  95

外面 :ヘ ラミガキ、四万孔

内面 :ナデ、シボリロ

淡褐色 3mm以 下の砂
粒を含む

良好 脚

1/3

台付鉢

(弥生土器)

第 9層 底径  52

内外南共にハケナデ 淡茶灰色 2mm以下の砂
粒を含む

良好

1/3
内面に黒斑

同 上

底径  72

外薗 :ユ ビナデ (オ サエ,、 ハケナデ、

接合痕 1条

内面 :ヘ ラナデ

茶褐色 3mm 以 下
粒 を含む

の砂 良好

1/2
外面に煤付着
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Ⅱ 久宝寺遺跡第17次調査 (KH93-17)

第 3章 まとめ

今回の調査は、対象となる古墳時代前期の堆積層が現地表の面積に比してかなり深いところ

に位置しているため、事前協議でも安全を考慮するため上面で大幅に掘削面積をとり、法 (の

り)面をつけて掘削した。しかし、壁面の崩れや周辺からの流水・下層からの湧き水と言った

悪条件で「素掘 り調査」の限界を感じるものであった。そういったなかでも弥生時代後期末か

ら古墳時代前期の 2時期に亘る遺物包含層および生活面が確認できたことは、久宝寺遺跡内で

も調査例の少ない当地に新たな知見を加える結果となった。以下、時代毎に調査結果をまとめ

てみたい。

第 1調査区付近で調査区外といえる地点から検出した平安時代後期頃の曲物井戸は、面的に

こそ捉えることはできなかったが、これは当地に該期の集落が存在したことを明示するもので

ある。井戸の上層から旧耕土まで層毎に含まれる中世の瓦器椀・土師器、近世陶磁器片と壁面

に耕作溝とみられる起伏から、鎌倉時代以降近代まで生産域として土地利用されていた状況を

窺い知ることができる。おそらく平安時代後期に存在した村落が、鎌倉時代に入って耕地開発

のもとに削平されたのであろう。

古墳時代前期の生活面については、西側の第 1調査区は遺構・遺物ともに希薄であり、東側

の第 2調査区付近に集落の中心が存在するようである。それは第 2調査区内の建造物を構成す

るとみられる柱穴 (SP-101)の検出、さらにSK-103の大型土坑から土器類とともに生

活用具の一部である木製遺物の検出が挙げられる。木製遺物は布巻き具または糸巻き具・腰掛

け 。原始機なる機織 りの部材等そのほとんどが紡織具関係であるが、原形を留めるものはほと

んど無く、破損して焼却されたとみられる災化状の断片が坑内に散在している。木製品は土器

や石器とは違い、有機質であるため遺存状態が土質をはじめ諸々の条件において限られ、まし

て今回のような破損した個々の部材から全体を復元するのは困難を極める。木製品のなかでは

とくにこの紡織具関係が複雑であり、他遺跡の出土例や民族例からの解明が要求される。今回

用途不明とした中の部材もその中に含まれていることは言うまでもない。紡織具以外では農具

として大足や転用材の木槌が含まれ、該期の生活様式および生産形態を究明するうえでは貴重

な資料と言える。大足については「田下駄」とともに現在まで多くの研究者によって検討 傲 Ol

され、「田下駄」が湿田作業において身体沈下を防ぐために使用されるのに対し、大足は施肥

および移植栽培法 (田植え)に使用されたと言う見解が一般的とされている。とくに最近では

秋山浩三氏が、『「大足」の再検討』と題し、各遺跡の出土例から大足の形式・構造を綿密に復

原・分類し、田下駄と対比させながらその機能について究明されている 徽 1)。 ここで大足に
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ついて特筆したのは、その出土が集落付近に水田の存在を明示するものであり、今後周辺にお

ける調査については留意しなければならない課題だからである。市教委の遺構確認調査では、

本調査箇所の南側においても数箇所のグリッドを掘削し、そこでは遺物は皆無であつたが本調

査地で検出した古墳時代前期 (布留式首相)の遺構面のレベル値と対応する層位で、水田耕土

の可能性がある堆積層が確認されており、南側に水田遺構の存在が想定される。

ここで当該期に関して周辺の調査をみると、本調査地から北東へ約 100m地 点で当調査研

究会が昭和 63年度に実施した共同住宅建設工事に伴なう第 3次調査 傲のでは、ほぼ同時期の

方形周溝墓 1基 と土坑 1基を検出している。現段階では、この墓域が今回検出した集落と有機

的に関連するか否かについて考察するには周辺での調査例が乏しく、上述の水田遺構を含め今

後の調査結果を待って再検討したい。

弥生時代後期末の遺構については、第 1調査区で唯一土坑 1基 (SK-201)を検出したが、

第 2調査区においては残念ながら下層の厚い砂層から湧き出る水等、悪質な土壌条件から遺構

を確認することができなかった。しかし、第 2調査区では第 1調査区とは比較にならないほど

多量の土器類が出土しており、くわえて古墳時代前期の遺構内にも該期の遺物が混在すること

から、集落の中心部がどちらかと言うと第 2調査区付近にあつた可能性が高い。

(註 )

(註 1)一瀬和夫 1987.3「 第Ⅲ章 調査の成果―検出遺構―」 F久宝寺南 (その 2)一 久宝寺・加美遺跡の調査― 近畿
自動車道天理～吹田線建設に伴なう坦蔵文化財発掘調査概要報告書』(財 )大阪文化財センター

(註 2)成海佳子他 1991「Ⅱ 埋蔵文化財の発掘調査 13久宝寺遺跡第 9次調査 (K H91-9)」 F平成 3年度 (財)八尾
市文化財調査研究会事業報告』(財 )人尾市文化財調査研究会

(註 3)坪田真- 1994「Ⅱ 埋蔵文化財の発掘調査 8久 宝寺遺跡第18次調査 (K H94-18)」 『平成 6年度 (財)人尾市
文化財調査研究会事業報告』(財)人尾市文化財調査研究会

(註 4)田 中清美 19869「報告 2 加美遺跡発掘調査の成果」 F古代を考える43 加美遺跡の検討』古代を考える会
(註 5)尾上実 1983「南1可内の瓦器椀」『藤浮一夫先生古稀記念論集 古文化論集』
(註 6)寺沢薫 森井貞雄 19896「 2 各地域の様式編年  1'可内地域」『弥生土器の様式と編年近畿編 I 寺沢薫・森
岡秀人 編著』木耳社

(註 7)原田昌則 1993「H 久宝寺遺跡第 1次調査 (K H84-1)」 「(財 )人尾市文化財調査研究会報告37 八尾市坦蔵文
化財発掘調査報告』(財 )入尾市文化財調査研究会

※本書では中河内地域で概ね弥生時代後期末から布留式新相 (須恵器出現期)に存在する土器類を分類対象として

いる。

(註 8)松村道博・下村智 1994「季刊 考古学 第守号 口絵 (モノクロ)机のはじまり」雄山閣
(註 9)上西美佐子他 1983「 3調査の成果J『友井東 (その2) 近畿自動車道天理～吹田線建設に伴なう坦蔵文化財発
掘調査概要穀告書』(財 )大阪文化財センター

※友井東遺跡出上の大足は、足板の周りに梯子形の本の枠を取り付けた大型のもので、ほぼ原形を留めている。

これに類似するものとして、山形市・鳴遺跡の出土例がある。

(註10)永島暉臣慎 19783 19823改訂「大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告一大阪市交通局地下鉄谷町線廷長工事、
第31・ 32工区の発掘調査―」長原遺跡調査会 改訂版 財団法人大阪市文化財協会

(註 11)・ 宮本馨太郎 1952「田下駄J「 日本社会民俗辞典』
・木下忠 1969「 おおあし」『民具論集 I』
・中村俊亀智 1976「 ンロフミ田下駄の諸系列」F国立民俗学博物館研究報告一――』

(註12)秋山浩三 1993「「大足」の再検討」『考古学研究 第四〇巻第二号 (通巻一五九号)』
(註13)西村公助 1989「Ⅱ 坦蔵文化財の発掘調査 6久 宝寺遺跡 (第 3次調査 :久宝寺 4丁 目81-1)」 『(財 )八尾市文
化財調査研究会報告25 八尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度』(財 )人尾市文化財調査研究会
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第 1調査区 第 1遺構面 (北から)

第 1調査区 第 1遺構面 SK-101(下 )、 SK-102(上〉(北から)



図
版
二

紆
ti′

,■ト

( ィ

rk

第 1調査区 第 1遺構面

■ ||1蕉 |―・il‐
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第 2調査区 古墳時代前期遺構面 (西から)
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第 2調査区 SK-103内木製品出土状況 (北から)



図
版
四

11

6・ 7)、 SK-201第 1調査区 中世井戸 (1 (11～ 14)



図
版
五

‐▼ 4
姥 盈 臓
第 1調査区 SK-201(16・ 18～20)、
第 9層内 (40・ 41・ 44～ 46・ 48)



図
版
六
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